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平成２８年度

福中・福高同窓会
平成２８年 ６月１２日開催

平成28年度

福中・福高ゴルフ会

当番幹事　高47回生

平成28年9月16日（金）

福岡カンツリー倶楽部
和白コース

と き

場所

高校52回生がお世話させていただきます。

福中・福高同窓会
ホームページ

厄
祓
会
を
終
え
て
厄
払
会
副
実
行
委
員
長

　
　

柴
田

　優
子
（
高
44
回
）

　
去
る
一
月
三
十
日
土
曜

日
、
平
成
二
十
八
年
福
高

厄
払
い
会
を
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
暖
か
い
日
差
し
の
中
、

還
暦
の
二
十
七
回
生
二
名
、

男
性
後
厄
の
四
十
五
回
生

五
名
、
本
厄
の
四
十
六
回

生
七
名
、
後
厄
の
四
十
七

回
生
三
名
、
女
性
本
厄
の

五
十
五
回
生
二
名
、
合
計

十
九
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
厄
払
い
神
事
は
櫛
田

神
社
に
て
滞
り
な
く
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
終
了
後
に
は
、
松

谷
校
長
先
生
を
は
じ
め
福

岡
高
校
教
職
員
の
皆
様
、

白
石
副
会
長
を
は
じ
め
と

し
た
同
窓
会
及
び
紅
梅
会

役
員
の
皆
様
、
年
男
年
女

の
三
十
九
回
生
十
二
名
、

神
事
を
終
え
ら
れ
た
十
九

名
、
合
わ
せ
て
五
十
五
名

の
皆
様
が
大
阪
屋
に
集
い
、

直
会
を
盛
大
に
開
催
さ
せ

て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
賓
の
方
々
に
ご
挨

拶
を
賜
り
、
厄
払
い
を
終

え
た
各
学
年
の
挨
拶
の
後

は
、
恒
例
の
前
厄
学
年
の

余
興
。
会
場
は
一
気
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
還
暦

を
迎
え
ら
れ
た
二
十
七
回

生
八
名
と
年
男
の
三
十
九

回
生
四
名
の
先
輩
方
に
は

裃
と
袴
を
着
て
頂
き
、
豆

ま
き
を
行
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
豆
を
ま
か
れ
て
い
る

時
の
先
輩
方
の
無
邪
気
な

笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。
た

く
さ
ん
の
福
を
分
け
て
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
実
行
委
員
と
し
て
は
至

ら
な
い
点
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご

し
て
頂
け
て
い

れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
協
力
頂
き
ま

し
た
櫛
田
神
社

様
・
大
阪
屋
様
、

お
力
添
え
頂
き

ま
し
た
先
輩
方
、

参
加
頂
き
ま
し

た
皆
様
に
、
改

め
ま
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
私
ど
も
四
十

四
回
生
は
、
八

年
前
の
同
窓
会

総
会
に
始
ま
り
、
紅
梅
会

総
会
、
ゴ
ル
フ
会
、
厄
払

い
会
と
幹
事
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩

に
出
会
い
助
け
て
頂
き
、

同
級
生
同
士
助
け
合
い
絆

を
深
め
る
事
が
で
き
、

「
福
高
生
で
よ
か
っ
た

な
ぁ
」
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
百

周
年
を
迎
え
る
母
校
に
、

微
力
な
が
ら
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

直
前
ま
で
本
会
へ
の
出
席

を
希
望
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
、
同
窓
会

新
宮
会
長
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　東京フイルハーモニー交響楽団で長年にわたり活動され、
個人として発表されたCD「悠久のぺテル」で2014年度第52
回「レコード・アカデミー賞（特別部門 吹奏楽・管・打楽
器部門）」を受賞された古野　淳さんが郷里・福岡で初のリ
サイタルをされますのでご案内します。福高吹奏楽部の後輩
達の指導・助言を熱心にかつ積極的に取り組んでいただいて
います。

福高28回
古野　淳さん「ホルンリサイタル」

還
暦
学
年

高
47
回
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福
高
に
入
学
し
て
、
新
宮

君
は
柔
道
部
、
私
は
剣
道
部

に
入
り
道
場
で
顔
を
合
わ
せ

た
の
が
最
初
の
出
会
い
で
し

た
。
振
り
返
れ
ば
、
六
十
年

以
上
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
彼
は
慶
応
大
学
に
進
み
、

三
十
歳
台
半
ば
か
ら
政
治
に

強
い
思
い
を
寄
せ
る
よ
う
に

な
り
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら

七
期
二
十
八
年
に
及
ぶ
議
員

生
活
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
県
議
会
議
長
か
ら
自

民
党
福
岡
県
連
会
長
に
至
る

ま
で
の
要
職
を
歴
任
、
柔
道

で
鍛
え
た
馬
力
で
多
く
の
難

問
を
次
々
と
解
決
し
て
行
く

の
を
、
私
ど
も
九
回
生
は
何

時
も
慶
ん
で
い
ま
し
た
。

　
永
い
付
き
合
い
で
い
つ
も

感
じ
る
の
は
、
彼
の
優
し
さ

で
し
た
。
政
治
の
世
界
に
身

を
投
じ
た
の
も
、
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
政
治
へ
の
ロ
マ
ン
を

実
現
し
た
い
と
い
う
情
の
発

露
に
思
わ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
当
時
は
女
性
応
援
団
長

の
け
な
げ
な
活
躍
に
涙
し
、

同
窓
会
長
と
し
て
オ
ッ
ク
ス

ブ
リ
ッ
ジ
研
修
報
告
を
聞
く

と
人
一
倍
感
激
す
る
な
ど
、

彼
の
大
き
な
体
に
は
情
の
涙

が
溢
れ
る
ほ
ど
に
詰
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

こ
の
情
は
、
太
平
洋
戦
争
ビ

ル
マ
戦
線
で
父
上
を
失
い
、

そ
の
喪
失
感
が
人
に
対
す
る

格
別
の
優
し
さ
と
し
て
現
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
彼
は
同
期
九
栄
会
の
会
長

を
四
十
年
に
亘
っ
て
引
き
受

け
て
く
れ
、
先
に
旅
立
つ
友

へ
多
く
の
言
葉
を
餞
に
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
西
日
本

新
聞
記
者
の
稲
葉
君
へ
の
弔

辞
に
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
は
「
高
校
時
代
の
稲
葉
君

は
知
性
派
に
属
し
、
私
自
身

は
野
性
派
だ
っ
た
」
と
述
べ

ま
し
た
が
、
彼
は
野
性
派
で

は
な
く
間
違
い
な
く
人
情
派

で
あ
る
、
と
私
は
思
っ
た
の

で
し
た
。

　
二
十
年
前
の
一
九
九
六
年

三
月
、
彼
の
尽
力
で
中
国
江

蘇
省
南
京
中
山
公
園
内
に
、

進
藤
一
馬
先
輩
の
ご
遺
志
を

継
い
で
二
千
本
の
桜
を
植
え

た
櫻
花
園
が
開
園
し
ま
し
た
。

植
樹
の
最
後
に
、
尊
敬
し
て

や
ま
な
い
進
藤
先
生
の
石
碑

傍
に
先
生
の
好
ま
れ
た
枝
垂

れ
櫻
を
植
え
終
え
、
彼
は
涙

が
溢
れ
て
止
ま
な
か
っ
た
と

述
懐
し
ま
し
た
。
そ
し
て
公

園
内
の
東
屋
「
観
櫻
亭
」
の

扁
額
を
揮
毫
し
終
え
、
「
俺

の
政
治
ロ
マ
ン
が
一
つ
実
現

で
き
た
」
と
感
慨
深
げ
に

語
っ
た
も
の
で
す
。
今
年
の

訪
中
団
か
ら
、
中
山
公
園
の

桜
は
満
開
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
中
国
で
は
前
の
世
代

が
道
路
を
作
り
、
次
の
世
代

が
そ
の
上
を
歩
く
と
言
い
ま

す
。
現
在
両
国
関
係
は
必
ず

し
も
良
好
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
彼
の
友
好
へ
の
想
い
は

中
国
の
次
世
代
に
確
実
に
引

き
継
が
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　
彼
が
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
ロ

マ
ン
と
優
し
さ
は
、
来
年
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
母
校
の

記
念
事
業
に
間
違
い
な
く
具

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
高
校
生
時
代
か
ら
世
界

に
視
野
を
広
げ
さ
せ
る
奨
学

財
団
の
設
立
に
、
そ
の
理
念

が
凝
縮
さ
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

彼
と
交
わ
し
た
最
後
の
言
葉

は
、
平
成
二
十
七
年
末
の
忘

年
会
に
於
い
て
で
し
た
。
彼

は
、
創
立
百
周
年
に
掛
け
る

強
い
思
い
を
終
始
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
記
念
祝
典
を
見

る
こ
と
な
く
逝
き
ま
し
た
。

今
は
そ
の
無
念
さ
を
察
す
る

だ
け
で
胸
が
熱
く
、
そ
し
て

空
し
く
な
る
の
を
如
何
と
も

し
難
く
思
う
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終

タ
イ
トル

　
謹
ん
で
今
は
亡
き
新
宮
会

長
の
御
霊
前
に
心
よ
り
哀
悼

の
情
を
捧
げ
ま
す
。

 

新
宮
会
長
の
考
え
・
行
動
の

基
軸
は
「
俺
の
人
生
は
福
高

の
お
陰
・
・
・
」
で
し
た
ね
。

素
晴
ら
し
い
恩
師
・
同
期
九

栄
会
の
友
・
数
多
く
の
先
輩
、

後
輩
諸
氏
。
福
高
が
無
か
っ

た
ら
俺
の
人
生
は
無
い
よ
。

　
福
高
を
支
え
る
の
は
父
母

教
師
会
と
同
窓
会
。
い
つ
も

単
純
明
快
で
振
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ん

な
に
忙
し
い
時
も
、
き
つ
い

時
で
も
福
高
の
事
と
な
れ
ば

ま
っ
し
ぐ
ら
で
し
た
。
そ
し

て
人
一
倍
人
情
に
厚
い
先
輩

で
し
た
。

　
平
成
三
年
か
ら
平
成
十
三

年
ま
で
の
十
一
年

間
父
母
教
師
会
長

を
務
め
ら
れ
、
福

高
の
教
育
環
境
整

備
に
多
大
な
る
ご

尽
力
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
四
年

か
ら
は
現
小
林
名

誉
会
長
よ
り
福

中
・
福
高
百
周
年

の
夢
を
託
さ
れ
第

四
代
同
窓
会
長
に

ご
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
七
期
二
十
八

年
務
め
ら
れ
た
県

議
会
議
員
は
引
退

さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
公
務
多
忙
な
中
、
二
十
四

年
度
に
百
周
年
準
備
委
員
会
、

二
十
五
年
度
は
百
周
年
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、

学
校
・
父
母
教
師
会
・
同
窓

会
の
様
々
な
意
見
に
耳
を
傾

け
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
①
記

念
行
事
等
（
記
念
誌
を
含

む
）
②
人
材
育
成
事
業
（
公

益
財
団
法
人
福
中
・
福
高
奨

学
財
団
の
設
立
）
③
百
周
年

記
念
講
堂
の
建
設
等
々
。
す

ば
ら
し
い
指
導
力
で
名
采
配

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

福
岡
県
並
び
に
県
教
育
庁
へ

の
陳
情
と
見
事
な
段
取
り
で

し
た
。

　
そ
し
て
最
後
の
百
周
年
事

業
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
学

校
隣
接
地
の
取
得
問
題
に
つ

い
て
藤
副
会
長
と
二
月
二
十

五
日
早
朝
に
事
務
所
を
訪
問

し
ま
し
た
折
に
も
病
状
の
苦

し
み
は
一
切
顔
に
出
さ
ず
に

身
嗜
み
を
整
え
、
学
校
が
絶

対
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る

な
ら
全
力
で
取
得
し
な
さ
い

と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
十
三
日
朝
、
九
栄
会

の
加
藤
先
輩
か
ら
訃
報
の
知

ら
せ
が
あ
っ
た
時
は
目
の
前

が
真
っ
暗
に
な
り
、
す
ぐ
に

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
新
宮
会
長
、
あ
な
た
は
真

の
福
高
人
で
し
た
。
会
長
に

レ
ー
ル
を
敷
い
て
頂
い
た
百

周
年
記
念
事
業
は
、
あ
な
た

が
愛
し
た
母
校
福
中
・
福
高

全
員
の
力
で
必
ず
成
し
遂
げ

ま
す
。

　
記
念
式
典
や
記
念
講
堂
の

完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
さ
ぞ
心
残
り
で
し
ょ

う
が
、
天
上
界
よ
り
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。合掌

新
宮
君
の
逝
去
を
悼
む

高
校
九
回
常
任
幹
事
　
加
藤
　
昌
隆

同
窓
会
幹
事
長
　
堺
　
知
行（
高
27
回
）

福
高
人
・
新
宮
同
窓
会
会
長
の
ご
逝
去
を
悼
む

平成26年熊本支部同窓会

会長就任のご報告（御子息秀一氏・藤会長・堺）

同期九栄会の仲間（槇君・加藤・新宮会長）
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平
成
二
十
八
年
度

常
任
幹
事
会

第
三
回

募
金
推
進
委
員
会

懇
親
会

　
平
成
二
十
八
年
四
月

二
十
一
日
（
木
）
、
福

岡
高
校
講
堂
で
、
常
任

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
時
に
「
百
周

年
記
念
事
業
募
金
推
進

委
員
会
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
各
学
年
か

ら
三
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。
最
初
に
、
三

月
に
急
逝
さ
れ
た
新
宮

松
比
古
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
物
故
同
窓
生
に

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
藤
和
義
副
会
長
の
開

会
の
挨
拶
、
本
年
度
着

任
さ
れ
た
井
上
拓
夫
校

長
の
挨
拶
の
後
、
早
速
、

議
事
に
入
り
、
空
席
と

な
っ
た
会
長
人
事
に
つ

い
て
、
堺
知
行
幹
事
長

か
ら
、
選
考
過
程
の
説

明
と
筆
頭
副
会
長
の
藤

和
義
氏
を
役
員
会
と
し

て
会
長
に
推
薦
す
る
旨

の
報
告
が
な
さ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
続
い
て
、
平
成
二
十

七
年
度
会
務
報
告
と
会

計
決
算
な
ら
び
に
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
更
に
、

平
成
二
十
八
年
度
会
務

予
定
と
会
計
予
算
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
報
告
事
項
と

し
て
、
白
石
正
彦
副
会

長
か
ら
、
「
福
高
育
英

奨
学
会
」
の
平
成
二
十

七
年
度
決
算
報
告
が
な

さ
れ
、
続
け
て
花
田
亮

二
副
校
長
か
ら
、
「
福

岡
県
指
定
有
形
文
化
財

校
舎
」
の
校
舎
復
元
・

改
修
工
事
に
つ
い
て
、

「
既
に
、
本
館
と
北
館

の
工
事
は
完
了
し
、
現

在
、
南
館
の
工
事
中
で

す
。
完
了
部
分
の
校
舎

外
壁
面
が
斑
模
様
の
モ

ザ
イ
ク
状
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
旧

来
の
壁
面
と
新
補
修
壁

面
の
色
を
経
年
変
化
に

よ
っ
て
調
和
さ
せ
る
た

め
の
『
文
化
財
補
修
工

事
法
』
な
の
で
、
心
配

無
用
で
す
」
、
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
林
彰
名

誉
会
長
か
ら
同
窓
会
に

「
進
藤
一
馬
初
代
同
窓

会
会
長
」
の
肖
像
画
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
出
席

者
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
幹
事
会
に
引
き

続
き
、
百
周
年
記
念
事

業
の
た
め
の
第
三
回
募

金
推
進
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
会

長
の
交
代
よ
り
、
記
念

事
業
実
行
委
員
会
委
員

長
に
も
藤
和

義
氏
が
就
任
、

福
岡
高
校
や

父
母
教
師
会
の
人
事
異

動
な
ど
に
伴
う
一
部
委

員
の
交
代
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

 

続
け
て
、
堺
知
行
幹
事

長
か
ら
、
百
周
年
記
念

講
堂
建
設
予
定
地
の
隣

接
地
購
入
に
至
っ
た
経

緯
が
説
明
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
建
設
予
定
地
が
拡

大
し
、
構
造
上
の
余
裕

を
も
っ
た
設
計
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

 

購
入
費
は
、
法
人
枠
募

金
の
増
額
と
全
体
予
算

の
組
み
替
え
に
よ
り
捻

出
し
、
各
学
年
負
担
の

募
金
額
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

更
に
審
議
了
承
さ
れ
た

事
項
は
以
下
の
通
り
で

す
。

○
平
成
二
十
八
年
七
月

一
日
か
ら
始
ま
る
記

念
講
堂
の
施
設
整
備

へ
の
寄
付
金
控
除

（
ふ
る
さ
と
納
税

控
除
）
に
つ
い
て
。

○
公
益
財
団
法
人
福
 

中
・
福
高
同
窓
会

奨
学
財
団
に
対
す

る
募
金
の
進
行
状

況
に
つ
い
て
。

○
卒
業
学
年
単
位
の

募
金
が
む
つ
か
し

い
方
（
学
年
の
会

が
既
に
解
散
し
て

い
る
福
中
の
卒
業

生
や
遠
隔
地
居
住

の
卒
業
生
な
ど
）

の
た
め
の
振
り
込
み
口

座
の
開
設
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
）
に
つ
い
て
。

○
本
日
の
会
議
資
料
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
す
る
こ
と
。

　
募
金
推
進
委
員
会
終

了
後
、
会
場
を
学
校
食

堂
に
移
し
、
小
林
名
誉

会
長
の
発
声
で
乾
杯
し

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
学
年

や
ク
ラ
ブ
О
Ｂ
関
係
の

輪
が
で
き
、
百
周
年
記

念
事
業
を
い
ろ
い
ろ
と

想
像
す
る
話
題
の
花
が

咲
き
、
楽
し
い
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

最
後
は
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
最
年
少
出
席
者
、

高
校
六
十
八
回
生
の
髙

松
秀
徒
君
の
音
頭
で
万

歳
三
唱
し
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

高68回の髙松くん

藤和義副会長の挨拶

小林名誉会長の乾杯で懇親会へ

福
中
・
福
高
同
窓
会
常
任
幹
事
会 

が
開
催
さ
れ
る

4月21日

　
は
じ
め
に
、
福
中
・
福
高

同
窓
会
新
宮
松
比
古
会
長
の

ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
新
宮
会
長
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
ご
生
前
の
ご
指

導
・
ご
支
援
に
対
し
深
甚
な

る
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
三
年
前
、

本
県
を
代
表
す
る
伝
統
校
か

つ
創
立
百
周
年
を
間
近
に
ひ

か
え
た
福
高
へ
の
赴
任
は
、

大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と

共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
年
、
ま

ず
、
「
県
指
定
有
形
文
化

財
」
で
あ
る
本
校
校
舎
の
復

元
・
耐
震
補
強
等
の
た
め
の

大
規
模
工
事
計
画
が
進
行
中

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
る
二
年

間
を
か
け
こ
の
工
事
も
平
成

二
十
八
年
度
末
に
は
完
成
い

た
し
ま
す
。
次
に
、
「
日
々

に
新
た
な
り
」
を
テ
ー
マ
に

創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
が
発
足
し
、
記
念
事

業
と
し
て
「
福
高
生
へ
の
支

援
」
と
「
学
校
施
設
の
充

実
」
の
二
つ
の
柱
が
立
て
ら

れ
、
福
高
生
へ
の
支
援
と
し

て
、
「
公
益
財
団
法
人
福

中
・
福
高
同
窓
会
奨
学
財

団
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

福
高
生
が
、
豊
か
な
情
操
と

広
い
視
野
を
持
ち
、
未
来
の

日
本
を
展
望
す
る
国
際
性
豊

か
な
人
材
に
育
つ
こ
と
を
目

的
と
し
、
奨
学
金
交
付
、

オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
研
修
・

東
京
研
修
・
福
高
グ
ロ
ー
バ

ル
研
修
・
伝
統
文
化
鑑
賞
の

補
助
等
を
百
周
年
を
期
に
継

続
的
に
行
っ
て
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
施
設
の
充
実
と
し
て
は
、

「
記
念
講
堂
」
の
建
設
を
永

年
切
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
大
変
な
ご
尽
力
の

も
と
県
か
ら
の
予
算
が
つ
き
、

講
堂
設
備
の
整
備
等
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
事
業
が
で
き

る
の
も
、
母
校
福
高
を
愛
し
、

福
高
生
の
事
を
気
に
か
け
て

下
さ
る
同
窓
会
の
皆
様
の
お

か
げ
で
あ
り
、
特
に
、
記
念

事
業
の
道
筋
を
作
っ
て
頂
き

ま
し
た
故
新
宮
実
行
委
員
長

の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
学
校
に
お
い
て
は
、
百
周

年
を
目
前
に
教
職
員
も
生
徒

も
、
改
め
て
「
福
高
が
育
て

た
い
生
徒
像
と
日
々
の
教
育

活
動
の
一
体
化
」
を
再
確
認

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
学

校
重
点
目
標
を
「
生
徒
の
自

主
的
・
主
体
的
な
取
組
み
を

校
内
外
を
問
わ
ず
積
極
的
に

推
進
す
る
」
と
定
め
、
授
業

に
お
い
て
は
、
課
題
発
見
・

解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協

働
的
に
学
ぶ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
積
極
的
活
用
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
求
め
る

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
、
日
々
の
教
育
活
動
の
改

革
・
改
善
を
色
々
な
場
面
で

行
い
、
生
徒
達
は
こ
れ
に
よ

く
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
思
い
出
と
共
に
教

職
を
退
職
で
き
ま
し
た
事
、

幸
福
感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
福
高
と
の
ご

縁
、
皆
様
と
の
ご
縁
を
頂
い

た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
本
校
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

各
位
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
松
谷
敏
樹
校
長
先
生
の

後
任
と
し
て
、
城
南
高
校
よ

り
着
任
い
た
し
ま
し
た
井
上

で
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
、
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
輝
か
し

い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
本
校

に
勤
務
す
る
こ
と
は
大
変
光

栄
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
同
時
に
改
め
て
職
責
の

重
さ
も
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
の
発

展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
教
育
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

特
に
始
業
式
に
お
い
て
、
生

徒
諸
君
に
次
の
よ
う
な
こ
と

を
述
べ
て
お
り
ま
す
。
「
現

在
、
有
形
文
化
財
で
あ
る
本

校
の
修
復
、
補
強
の
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の

百
年
、
二
百
年
を
生
き
る
た

め
の
再
生
工
事
で
、
い
わ
ば

建
造
物
と
し
て
の
体
幹
を
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

ぜ
ひ
、
生
徒
諸
君
も
ど
ん
な

変
化
に
も
対
応
で
き
る
学
び

の
体
幹
（
福
高
生
と
し
て
の

体
幹
）
と
い
う
べ
き
も
の
を

鍛
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
今
一
度
、

初
心
に
帰
り
、
自
ら
を
見
つ

め
直
す
と
と
も
に
志
を
高
く

持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
に
足
り
な
い
も

の
は
何
な
の
か
を
再
確
認
し

て
、
前
に
踏
み
だ
し
て
く
だ

さ
い
。

　
次
に
主
体
的
な
努
力
を
愚

直
に
継
続
せ
よ
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
と
え
ど
ん
な
に
高

い
能
力
を
も
っ
て
い
て
も
、

高
い
志
を
掲
げ
た
と
し
て
も

日
々
の
努
力
を
怠
れ
ば
開
花

し
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前
に
や
り
抜
く

強
い
意
志
力
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
五
月
の
創

立
五
十
周
年
記
念
式
典
に
お

け
る
生
徒
代
表
の
言
葉

「
（
略
） 

私
た
ち
在
校
生
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
伝
統
を
基
盤

と
し
、
福
高
生
と
し
て
、
未

来
を
に
な
う
べ
き
現
代
の
若

者
と
し
て
、
新
し
い
時
代
に

即
応
し
た
福
高
を
築
き
上
げ
、

福
高
の
発
展
と
一
福
高
生
と

し
て
の
自
己
の
向
上
の
た
め

に
努
力
し
て
き
ま
す
。

（
略
）
」
は
五
十
年
前
と
は

思
え
な
い
く
ら
い
全
く
色
あ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
時
を
超
え

て
こ
の
言
葉
に
は
、
生
徒
諸

君
も
共
感
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
」
　

　
本
校
の
輝
か
し
い
歴
史
と

伝
統
、
校
風
は
こ
れ
ま
で
の

先
輩
が
築
き
、
先
輩
か
ら
後

輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

県
下
に
誇
り
得
る
も
の
で
す
。

そ
の
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け

継
ぎ
、
新
し
い
風
を
入
れ
な

が
ら
、
生
徒
諸
君
、
教
職
員

一
同
で
福
岡
高
校
の
新
た
な

地
平
を
拓
く
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
物
心
両
面
か
ら

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す 

。

 

お
わ
り
に
、
本
校
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
と
会
員
各
位
の

ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
着
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
校
長

　松
谷

　敏
樹

着
任
の
御
挨
拶

　校
長

　井
上

　拓
夫

第109号平成28年5月15日 （2）福高通信 朝 ぼ ら け



平
成
二
十
八
年
度

常
任
幹
事
会

第
三
回

募
金
推
進
委
員
会

懇
親
会

　
平
成
二
十
八
年
四
月

二
十
一
日
（
木
）
、
福

岡
高
校
講
堂
で
、
常
任

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
時
に
「
百
周

年
記
念
事
業
募
金
推
進

委
員
会
」
も
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
各
学
年
か

ら
三
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。
最
初
に
、
三

月
に
急
逝
さ
れ
た
新
宮

松
比
古
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
物
故
同
窓
生
に

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
藤
和
義
副
会
長
の
開

会
の
挨
拶
、
本
年
度
着

任
さ
れ
た
井
上
拓
夫
校

長
の
挨
拶
の
後
、
早
速
、

議
事
に
入
り
、
空
席
と

な
っ
た
会
長
人
事
に
つ

い
て
、
堺
知
行
幹
事
長

か
ら
、
選
考
過
程
の
説

明
と
筆
頭
副
会
長
の
藤

和
義
氏
を
役
員
会
と
し

て
会
長
に
推
薦
す
る
旨

の
報
告
が
な
さ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
続
い
て
、
平
成
二
十

七
年
度
会
務
報
告
と
会

計
決
算
な
ら
び
に
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
更
に
、

平
成
二
十
八
年
度
会
務

予
定
と
会
計
予
算
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
報
告
事
項
と

し
て
、
白
石
正
彦
副
会

長
か
ら
、
「
福
高
育
英

奨
学
会
」
の
平
成
二
十

七
年
度
決
算
報
告
が
な

さ
れ
、
続
け
て
花
田
亮

二
副
校
長
か
ら
、
「
福

岡
県
指
定
有
形
文
化
財

校
舎
」
の
校
舎
復
元
・

改
修
工
事
に
つ
い
て
、

「
既
に
、
本
館
と
北
館

の
工
事
は
完
了
し
、
現

在
、
南
館
の
工
事
中
で

す
。
完
了
部
分
の
校
舎

外
壁
面
が
斑
模
様
の
モ

ザ
イ
ク
状
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
旧

来
の
壁
面
と
新
補
修
壁

面
の
色
を
経
年
変
化
に

よ
っ
て
調
和
さ
せ
る
た

め
の
『
文
化
財
補
修
工

事
法
』
な
の
で
、
心
配

無
用
で
す
」
、
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
林
彰
名

誉
会
長
か
ら
同
窓
会
に

「
進
藤
一
馬
初
代
同
窓

会
会
長
」
の
肖
像
画
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
出
席

者
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
幹
事
会
に
引
き

続
き
、
百
周
年
記
念
事

業
の
た
め
の
第
三
回
募

金
推
進
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
会

長
の
交
代
よ
り
、
記
念

事
業
実
行
委
員
会
委
員

長
に
も
藤
和

義
氏
が
就
任
、

福
岡
高
校
や

父
母
教
師
会
の
人
事
異

動
な
ど
に
伴
う
一
部
委

員
の
交
代
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

 

続
け
て
、
堺
知
行
幹
事

長
か
ら
、
百
周
年
記
念

講
堂
建
設
予
定
地
の
隣

接
地
購
入
に
至
っ
た
経

緯
が
説
明
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
建
設
予
定
地
が
拡

大
し
、
構
造
上
の
余
裕

を
も
っ
た
設
計
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

 
購
入
費
は
、
法
人
枠
募

金
の
増
額
と
全
体
予
算

の
組
み
替
え
に
よ
り
捻

出
し
、
各
学
年
負
担
の

募
金
額
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

更
に
審
議
了
承
さ
れ
た

事
項
は
以
下
の
通
り
で

す
。

○
平
成
二
十
八
年
七
月

一
日
か
ら
始
ま
る
記

念
講
堂
の
施
設
整
備

へ
の
寄
付
金
控
除

（
ふ
る
さ
と
納
税

控
除
）
に
つ
い
て
。

○
公
益
財
団
法
人
福
 

中
・
福
高
同
窓
会

奨
学
財
団
に
対
す

る
募
金
の
進
行
状

況
に
つ
い
て
。

○
卒
業
学
年
単
位
の

募
金
が
む
つ
か
し

い
方
（
学
年
の
会

が
既
に
解
散
し
て

い
る
福
中
の
卒
業

生
や
遠
隔
地
居
住

の
卒
業
生
な
ど
）

の
た
め
の
振
り
込
み
口

座
の
開
設
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
）
に
つ
い
て
。

○
本
日
の
会
議
資
料
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
す
る
こ
と
。

　
募
金
推
進
委
員
会
終

了
後
、
会
場
を
学
校
食

堂
に
移
し
、
小
林
名
誉

会
長
の
発
声
で
乾
杯
し

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
学
年

や
ク
ラ
ブ
О
Ｂ
関
係
の

輪
が
で
き
、
百
周
年
記

念
事
業
を
い
ろ
い
ろ
と

想
像
す
る
話
題
の
花
が

咲
き
、
楽
し
い
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

最
後
は
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
最
年
少
出
席
者
、

高
校
六
十
八
回
生
の
髙

松
秀
徒
君
の
音
頭
で
万

歳
三
唱
し
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

高68回の髙松くん

藤和義副会長の挨拶

小林名誉会長の乾杯で懇親会へ

福
中
・
福
高
同
窓
会
常
任
幹
事
会 

が
開
催
さ
れ
る

4月21日

　
は
じ
め
に
、
福
中
・
福
高

同
窓
会
新
宮
松
比
古
会
長
の

ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
新
宮
会
長
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
ご
生
前
の
ご
指

導
・
ご
支
援
に
対
し
深
甚
な

る
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
三
年
前
、

本
県
を
代
表
す
る
伝
統
校
か

つ
創
立
百
周
年
を
間
近
に
ひ

か
え
た
福
高
へ
の
赴
任
は
、

大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と

共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
年
、
ま

ず
、
「
県
指
定
有
形
文
化

財
」
で
あ
る
本
校
校
舎
の
復

元
・
耐
震
補
強
等
の
た
め
の

大
規
模
工
事
計
画
が
進
行
中

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
る
二
年

間
を
か
け
こ
の
工
事
も
平
成

二
十
八
年
度
末
に
は
完
成
い

た
し
ま
す
。
次
に
、
「
日
々

に
新
た
な
り
」
を
テ
ー
マ
に

創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
が
発
足
し
、
記
念
事

業
と
し
て
「
福
高
生
へ
の
支

援
」
と
「
学
校
施
設
の
充

実
」
の
二
つ
の
柱
が
立
て
ら

れ
、
福
高
生
へ
の
支
援
と
し

て
、
「
公
益
財
団
法
人
福

中
・
福
高
同
窓
会
奨
学
財

団
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

福
高
生
が
、
豊
か
な
情
操
と

広
い
視
野
を
持
ち
、
未
来
の

日
本
を
展
望
す
る
国
際
性
豊

か
な
人
材
に
育
つ
こ
と
を
目

的
と
し
、
奨
学
金
交
付
、

オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
研
修
・

東
京
研
修
・
福
高
グ
ロ
ー
バ

ル
研
修
・
伝
統
文
化
鑑
賞
の

補
助
等
を
百
周
年
を
期
に
継

続
的
に
行
っ
て
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
施
設
の
充
実
と
し
て
は
、

「
記
念
講
堂
」
の
建
設
を
永

年
切
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
大
変
な
ご
尽
力
の

も
と
県
か
ら
の
予
算
が
つ
き
、

講
堂
設
備
の
整
備
等
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
事
業
が
で
き

る
の
も
、
母
校
福
高
を
愛
し
、

福
高
生
の
事
を
気
に
か
け
て

下
さ
る
同
窓
会
の
皆
様
の
お

か
げ
で
あ
り
、
特
に
、
記
念

事
業
の
道
筋
を
作
っ
て
頂
き

ま
し
た
故
新
宮
実
行
委
員
長

の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
学
校
に
お
い
て
は
、
百
周

年
を
目
前
に
教
職
員
も
生
徒

も
、
改
め
て
「
福
高
が
育
て

た
い
生
徒
像
と
日
々
の
教
育

活
動
の
一
体
化
」
を
再
確
認

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
学

校
重
点
目
標
を
「
生
徒
の
自

主
的
・
主
体
的
な
取
組
み
を

校
内
外
を
問
わ
ず
積
極
的
に

推
進
す
る
」
と
定
め
、
授
業

に
お
い
て
は
、
課
題
発
見
・

解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協

働
的
に
学
ぶ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
積
極
的
活
用
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
求
め
る

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
、
日
々
の
教
育
活
動
の
改

革
・
改
善
を
色
々
な
場
面
で

行
い
、
生
徒
達
は
こ
れ
に
よ

く
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
思
い
出
と
共
に
教

職
を
退
職
で
き
ま
し
た
事
、

幸
福
感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
福
高
と
の
ご

縁
、
皆
様
と
の
ご
縁
を
頂
い

た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
本
校
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

各
位
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
松
谷
敏
樹
校
長
先
生
の

後
任
と
し
て
、
城
南
高
校
よ

り
着
任
い
た
し
ま
し
た
井
上

で
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
、
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
輝
か
し

い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
本
校

に
勤
務
す
る
こ
と
は
大
変
光

栄
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
同
時
に
改
め
て
職
責
の

重
さ
も
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
の
発

展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
教
育
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

特
に
始
業
式
に
お
い
て
、
生

徒
諸
君
に
次
の
よ
う
な
こ
と

を
述
べ
て
お
り
ま
す
。
「
現

在
、
有
形
文
化
財
で
あ
る
本

校
の
修
復
、
補
強
の
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の

百
年
、
二
百
年
を
生
き
る
た

め
の
再
生
工
事
で
、
い
わ
ば

建
造
物
と
し
て
の
体
幹
を
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

ぜ
ひ
、
生
徒
諸
君
も
ど
ん
な

変
化
に
も
対
応
で
き
る
学
び

の
体
幹
（
福
高
生
と
し
て
の

体
幹
）
と
い
う
べ
き
も
の
を

鍛
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
今
一
度
、

初
心
に
帰
り
、
自
ら
を
見
つ

め
直
す
と
と
も
に
志
を
高
く

持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
に
足
り
な
い
も

の
は
何
な
の
か
を
再
確
認
し

て
、
前
に
踏
み
だ
し
て
く
だ

さ
い
。

　
次
に
主
体
的
な
努
力
を
愚

直
に
継
続
せ
よ
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
と
え
ど
ん
な
に
高

い
能
力
を
も
っ
て
い
て
も
、

高
い
志
を
掲
げ
た
と
し
て
も

日
々
の
努
力
を
怠
れ
ば
開
花

し
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前
に
や
り
抜
く

強
い
意
志
力
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
五
月
の
創

立
五
十
周
年
記
念
式
典
に
お

け
る
生
徒
代
表
の
言
葉

「
（
略
） 

私
た
ち
在
校
生
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
伝
統
を
基
盤

と
し
、
福
高
生
と
し
て
、
未

来
を
に
な
う
べ
き
現
代
の
若

者
と
し
て
、
新
し
い
時
代
に

即
応
し
た
福
高
を
築
き
上
げ
、

福
高
の
発
展
と
一
福
高
生
と

し
て
の
自
己
の
向
上
の
た
め

に
努
力
し
て
き
ま
す
。

（
略
）
」
は
五
十
年
前
と
は

思
え
な
い
く
ら
い
全
く
色
あ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
時
を
超
え

て
こ
の
言
葉
に
は
、
生
徒
諸

君
も
共
感
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
」
　

　
本
校
の
輝
か
し
い
歴
史
と

伝
統
、
校
風
は
こ
れ
ま
で
の

先
輩
が
築
き
、
先
輩
か
ら
後

輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

県
下
に
誇
り
得
る
も
の
で
す
。

そ
の
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け

継
ぎ
、
新
し
い
風
を
入
れ
な

が
ら
、
生
徒
諸
君
、
教
職
員

一
同
で
福
岡
高
校
の
新
た
な

地
平
を
拓
く
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
物
心
両
面
か
ら

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す 

。

 

お
わ
り
に
、
本
校
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
と
会
員
各
位
の

ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
着
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
校
長

　松
谷

　敏
樹

着
任
の
御
挨
拶

　校
長

　井
上

　拓
夫
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平
成
二
十
八
年
三
月

四
日
（
金
）
、
福
岡
高

校
体
育
館
に
お
い
て
、

同
窓
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
同

窓
会
に
入
会
し
た
の

は
、
高
校
68
回
生
の
三

百
九
十
二
名
で
す
。

翌
日
に
卒
業
証
書
授

与
式
を
ひ
か
え
た
三
年

生
を
前
に
、
同
窓
会
副

会
長
の
藤
和
義
さ
ん

（
高
16
回
）
か
ら
温
か

い
励
ま
し
の
言
葉
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
、
力
を
抜

い
て
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
同
窓
会
役
員
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
福

高
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
ご
参

列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
に
見
守
っ
て
く
れ

る
存
在
と
な
っ
た
諸
先

輩
方
を
前
に
、
福
岡
高

校
の
同
窓
生
と
し
て
い

か
に
あ
る
べ
き
か
と
い

う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

68
回
生
の
常
任
幹
事

と
な
っ
た
の
は
、
髙
松

秀
徒
君
で
す
。

壇
上
に
立
た
れ

た
藤
副
会
長
か

ら
委
嘱
状
を
受

け
取
り
、
そ
の

後
、
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し

た
。
非
常
に
大

き
な
、
凛
と
し

た
声
で
、
同
窓

会
に
入
会
し
た

喜
び
、
感
謝
、

常
任
幹
事
と
し

て
の
意
気
込
み

と
責
任
感
を
力

強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
後
に
行
わ
れ

た
同
窓
会
役
員
の
会
議

の
席
上
で
も
、
素
晴
ら

し
い
誓
い
の
言
葉
だ
っ

た
と
い
う
話
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

同
窓
会
入
会
式
の
最

後
を
し
め
く
く
る
の

は
、
学
校
応
援

団
に
よ
る
エ
ー

ル
で
す
。
応
援

団
長
の
佐
保
さ

く
ら
さ
ん
（
高

69
回
）
か
ら

エ
ー
ル
が
送
ら

れ
、
『
若
き
福

高
』
を
全
員
で

歌
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
拍

手
。
こ
れ
か
ら

68
回
生
が
集
う

と
き
に
は
、
そ

の
最
後
に
応
援

歌
が
会
場
に
響

く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ

う
。今

回
、
事
務
局
長
と

い
う
立
場
で
同
窓
会
入

会
式
に
臨
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
目
の
前

で
後
輩
た
ち
が
思
い
を

新
た
に
す
る
場
面
に
立

ち
会
え
た
こ
と
は
、
非

常
に
微
笑
ま
し
く
、
頼

も
し
く
感
じ
ら
れ
る
時

間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

社
会
に
船
出
し
、
苦
し

い
場
面
に
出
会
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
福

岡
高
校
は
そ
ん
な
彼
ら

の
行
き
先
を
照
ら
し
て

く
れ
る
灯
台
に
な
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
彼

ら
の
今
後
の
人
生
に
期

待
し
、
締
め
の
言
葉
と

し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

　福
岡
高
校
同
窓
会
入
会
式

副会長挨拶

委託状授与

エール

（１）公益財団法人への寄附
①福岡銀行吉塚支店　→　各卒回でまとめての振込口座（原則）
 普通預金 口座番号１６３８０５２
 口座名 「公益財団法人福中・福高同窓会奨学財団　理事長　川原正孝」
②ゆうちょ銀行　→　個人振込特例口座
 口座番号 ０１７１０-８-１４４７９８
 口座名 「公益財団法人福中・福高同窓会奨学財団」
※ゆうちょ銀行は新設のため、平成２８年５月１日以降に振込してください。
※ゆうちょ銀行に個人で振り込まれる場合は、事前に事務局にご連絡ください。
※ゆうちょ銀行の払込取扱票（青色）は、郵便局に備えてあります。
※①②とも振込手数料は、実行委員会で負担します。
　入金報告書どおりの金額 を振込んでください。

（３）一般分への寄附　
①福岡銀行博多支店　
 普通預金 口座番号２２０５３４０
 口座名 「福中・福高百周年募金委員会　川原正孝」
②西日本シティ銀行博多支店　
 普通預金 口座番号３０５２９３９
 口座名 「福中・福高百周年募金委員会　委員長　川原正孝」
③ゆうちょ銀行　　
 口座番号 ０１７６０-４-１６６２６７
 口座名 「福中・福高百周年募金委員会」

寄附金口座一覧表 （２）土地・設備分等への寄附（必ず平成28年7月1日以降にお振込みください。）
①西日本シティ銀行千代町支店　→　各卒回でまとめての振込口座（原則）
  普通預金 口座番号３１３４０４２
  口座名  「福中・福高百周年募金委員会　委員長　川原正孝」
②ゆうちょ銀行　→　個人振込特例口座
 ☆郵便局から振込む場合
  記号  １７４５０
  口座番号 ７６５６６８７１
  口座名  「福中・福高百周年募金委員会」
  ☆郵便局以外の他金融機関から振込む場合
  店名  七四八（読み　ナナヨンハチ）　　店番７４８
  普通預金 口座番号７６５６６８７
  口座名  「福中・福高百周年募金委員会」
※ゆうちょ銀行口座に個人で振り込まれる場合は、事前に事務局にご連絡ください。
※①②とも振込手数料は、実行委員会で負担します。
　入金報告書どおりの金額 を振込んでください。

連絡先 福中・福高同窓会事務局

〒812-0043 福岡市博多区堅粕1-29-1
ＴＥＬ：092-641-7258　ＦＡＸ：092-641-3923
メール：f-chiyogento@alpha.ocn.ne.jp

詳しくはHPへ

寄附金卒業回別集計表
平成28年4月30日

卒業回 学年目標額 計
実　績

財団分 ふるさと一般分

金　額

卒業回 学年目標額 計
実　績

財団分 ふるさと一般分

金　額

中14

中15

中21

中22

中23

中24

中学計

高1

高2

高3

高4

高5

高6

高7

高8

高9

高10

高11

高12

高13

高14

高15

高16

高17

高18

高19

高20

高21

高22

高23

高24

高25

高26

高27

高28

高29

高30

高31

高32

1,027,409

300,000

300,000

270,000

100,000

105,000

2,102,409

0

1,500,000

1,300,000

1,300,000

1,100,000

300,000

2,390,000

2,770,000

5,300,000

900,000

300,000

360,000

2,100,000

315,000

2,100,000

4,180,000

1,318,000

780,000

1,301,000

300,000

1,309,892

300,000

300,000

300,000

300,000

784,000

2,250,000

300,000

1,993,000

300,000

605,000

300,000

10,000,000

中学目標額

4,500,000

4,500,000

4,500,000

5,000,000

5,000,000

5,000,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

0

0

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

1,027,409

300,000

300,000

270,000

100,000

105,000

2,102,409

10,000,000

0

1,200,000

1,000,000

1,000,000

800,000

0

2,090,000

2,470,000

5,000,000

600,000

0

60,000

1,800,000

15,000

1,800,000

3,880,000

1,018,000

480,000

1,001,000

0

1,009,892

0

0

0

0

484,000

1,950,000

0

1,693,000

0

305,000

0

高33

高34

高35

高36

高37

高38

高39

高40

高41

高42

高43

高44

高45

高46

高47

高48

高49

高50

高51

高52

高53

高54

高55

高56

高57

高58

高59

高60

高61

高62

高63

高64

高65

高66

高67

高68

高校計

嘯月会

企業等

合計

870,000

300,000

300,000

400,000

1,282,222

300,000

300,000

1,990,000

1,511,000

720,000

300,000

690,000

300,000

300,000

315,000

300,000

300,000

660,000

300,000

0

0

0

35,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

50,429,114

0

200,000

52,731,523

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,000,000

6,000,000

5,500,000

5,500,000

5,000,000

5,000,000

4,500,000

4,500,000

4,000,000

4,000,000

3,500,000

3,500,000

3,000,000

3,000,000

2,500,000

2,500,000

2,000,000

2,000,000

1,500,000

1,500,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

800,000

800,000

200,000

0

0

0

0

0

301,300,000

5,000,000

77,000,000

393,300,000

高校目標額

目標額合計

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

15,000,000

0

15,000,000

15,300,000

15,300,000

570,000

0

0

100,000

982,222

0

0

1,690,000

1,211,000

420,000

0

390,000

0

0

15,000

0

0

360,000

0

0

0

0

35,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

35,429,114

0

200,000

37,731,523

90,000,000

100,000,000

0

0

0

278,000,000

278,000,000
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平
成
二
十
八
年
三
月

四
日
（
金
）
、
福
岡
高

校
体
育
館
に
お
い
て
、

同
窓
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
同

窓
会
に
入
会
し
た
の

は
、
高
校
68
回
生
の
三

百
九
十
二
名
で
す
。

翌
日
に
卒
業
証
書
授

与
式
を
ひ
か
え
た
三
年

生
を
前
に
、
同
窓
会
副

会
長
の
藤
和
義
さ
ん

（
高
16
回
）
か
ら
温
か

い
励
ま
し
の
言
葉
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
、
力
を
抜

い
て
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
同
窓
会
役
員
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
福

高
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
ご
参

列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
に
見
守
っ
て
く
れ

る
存
在
と
な
っ
た
諸
先

輩
方
を
前
に
、
福
岡
高

校
の
同
窓
生
と
し
て
い

か
に
あ
る
べ
き
か
と
い

う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

68
回
生
の
常
任
幹
事

と
な
っ
た
の
は
、
髙
松

秀
徒
君
で
す
。

壇
上
に
立
た
れ

た
藤
副
会
長
か

ら
委
嘱
状
を
受

け
取
り
、
そ
の

後
、
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し

た
。
非
常
に
大

き
な
、
凛
と
し

た
声
で
、
同
窓

会
に
入
会
し
た

喜
び
、
感
謝
、

常
任
幹
事
と
し

て
の
意
気
込
み

と
責
任
感
を
力

強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
後
に
行
わ
れ

た
同
窓
会
役
員
の
会
議

の
席
上
で
も
、
素
晴
ら

し
い
誓
い
の
言
葉
だ
っ

た
と
い
う
話
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

同
窓
会
入
会
式
の
最

後
を
し
め
く
く
る
の

は
、
学
校
応
援

団
に
よ
る
エ
ー

ル
で
す
。
応
援

団
長
の
佐
保
さ

く
ら
さ
ん
（
高

69
回
）
か
ら

エ
ー
ル
が
送
ら

れ
、
『
若
き
福

高
』
を
全
員
で

歌
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
拍

手
。
こ
れ
か
ら

68
回
生
が
集
う

と
き
に
は
、
そ

の
最
後
に
応
援

歌
が
会
場
に
響

く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ

う
。今

回
、
事
務
局
長
と

い
う
立
場
で
同
窓
会
入

会
式
に
臨
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
目
の
前

で
後
輩
た
ち
が
思
い
を

新
た
に
す
る
場
面
に
立

ち
会
え
た
こ
と
は
、
非

常
に
微
笑
ま
し
く
、
頼

も
し
く
感
じ
ら
れ
る
時

間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

社
会
に
船
出
し
、
苦
し

い
場
面
に
出
会
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
福

岡
高
校
は
そ
ん
な
彼
ら

の
行
き
先
を
照
ら
し
て

く
れ
る
灯
台
に
な
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
彼

ら
の
今
後
の
人
生
に
期

待
し
、
締
め
の
言
葉
と

し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

　福
岡
高
校
同
窓
会
入
会
式

副会長挨拶

委託状授与

エール

（１）公益財団法人への寄附
①福岡銀行吉塚支店　→　各卒回でまとめての振込口座（原則）
 普通預金 口座番号１６３８０５２
 口座名 「公益財団法人福中・福高同窓会奨学財団　理事長　川原正孝」
②ゆうちょ銀行　→　個人振込特例口座
 口座番号 ０１７１０-８-１４４７９８
 口座名 「公益財団法人福中・福高同窓会奨学財団」
※ゆうちょ銀行は新設のため、平成２８年５月１日以降に振込してください。
※ゆうちょ銀行に個人で振り込まれる場合は、事前に事務局にご連絡ください。
※ゆうちょ銀行の払込取扱票（青色）は、郵便局に備えてあります。
※①②とも振込手数料は、実行委員会で負担します。
　入金報告書どおりの金額 を振込んでください。

（３）一般分への寄附　
①福岡銀行博多支店　
 普通預金 口座番号２２０５３４０
 口座名 「福中・福高百周年募金委員会　川原正孝」
②西日本シティ銀行博多支店　
 普通預金 口座番号３０５２９３９
 口座名 「福中・福高百周年募金委員会　委員長　川原正孝」
③ゆうちょ銀行　　
 口座番号 ０１７６０-４-１６６２６７
 口座名 「福中・福高百周年募金委員会」

寄附金口座一覧表 （２）土地・設備分等への寄附（必ず平成28年7月1日以降にお振込みください。）
①西日本シティ銀行千代町支店　→　各卒回でまとめての振込口座（原則）
  普通預金 口座番号３１３４０４２
  口座名  「福中・福高百周年募金委員会　委員長　川原正孝」
②ゆうちょ銀行　→　個人振込特例口座
 ☆郵便局から振込む場合
  記号  １７４５０
  口座番号 ７６５６６８７１
  口座名  「福中・福高百周年募金委員会」
  ☆郵便局以外の他金融機関から振込む場合
  店名  七四八（読み　ナナヨンハチ）　　店番７４８
  普通預金 口座番号７６５６６８７
  口座名  「福中・福高百周年募金委員会」
※ゆうちょ銀行口座に個人で振り込まれる場合は、事前に事務局にご連絡ください。
※①②とも振込手数料は、実行委員会で負担します。
　入金報告書どおりの金額 を振込んでください。

連絡先 福中・福高同窓会事務局

〒812-0043 福岡市博多区堅粕1-29-1
ＴＥＬ：092-641-7258　ＦＡＸ：092-641-3923
メール：f-chiyogento@alpha.ocn.ne.jp

詳しくはHPへ

寄附金卒業回別集計表
平成28年4月30日

卒業回 学年目標額 計
実　績

財団分 ふるさと一般分

金　額

卒業回 学年目標額 計
実　績

財団分 ふるさと一般分

金　額

中14

中15

中21

中22

中23

中24

中学計

高1

高2

高3

高4

高5

高6

高7

高8

高9

高10

高11

高12

高13

高14

高15

高16

高17

高18

高19

高20

高21

高22

高23

高24

高25

高26

高27

高28

高29

高30

高31

高32

1,027,409

300,000

300,000

270,000

100,000

105,000

2,102,409

0

1,500,000

1,300,000

1,300,000

1,100,000

300,000

2,390,000

2,770,000

5,300,000

900,000

300,000

360,000

2,100,000

315,000

2,100,000

4,180,000

1,318,000

780,000

1,301,000

300,000

1,309,892

300,000

300,000

300,000

300,000

784,000

2,250,000

300,000

1,993,000

300,000

605,000

300,000

10,000,000

中学目標額

4,500,000

4,500,000

4,500,000

5,000,000

5,000,000

5,000,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

5,500,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,000,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

0

0

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

1,027,409

300,000

300,000

270,000

100,000

105,000

2,102,409

10,000,000

0

1,200,000

1,000,000

1,000,000

800,000

0

2,090,000

2,470,000

5,000,000

600,000

0

60,000

1,800,000

15,000

1,800,000

3,880,000

1,018,000

480,000

1,001,000

0

1,009,892

0

0

0

0

484,000

1,950,000

0

1,693,000

0

305,000

0

高33

高34

高35

高36

高37

高38

高39

高40

高41

高42

高43

高44

高45

高46

高47

高48

高49

高50

高51

高52

高53

高54

高55

高56

高57

高58

高59

高60

高61

高62

高63

高64

高65

高66

高67

高68

高校計

嘯月会

企業等

合計

870,000

300,000

300,000

400,000

1,282,222

300,000

300,000

1,990,000

1,511,000

720,000

300,000

690,000

300,000

300,000

315,000

300,000

300,000

660,000

300,000

0

0

0

35,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

50,429,114

0

200,000

52,731,523

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,500,000

6,000,000

6,000,000

5,500,000

5,500,000

5,000,000

5,000,000

4,500,000

4,500,000

4,000,000

4,000,000

3,500,000

3,500,000

3,000,000

3,000,000

2,500,000

2,500,000

2,000,000

2,000,000

1,500,000

1,500,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

800,000

800,000

200,000

0

0

0

0

0

301,300,000

5,000,000

77,000,000

393,300,000

高校目標額

目標額合計

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

300,000

15,000,000

0

15,000,000

15,300,000

15,300,000

570,000

0

0

100,000

982,222

0

0

1,690,000

1,211,000

420,000

0

390,000

0

0

15,000

0

0

360,000

0

0

0

0

35,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

35,429,114

0

200,000

37,731,523

90,000,000

100,000,000

0

0

0

278,000,000

278,000,000
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開
式
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辞

一 

国
歌
斉
唱

一 

卒
業
証
書
授
与

一 

学
校
長
式
辞

一 

福
岡
県
教
育
委
員
会
告
示

一 

父
母
教
師
会
会
長
祝
辞

一 

同
窓
会
会
長
祝
辞

一 

在
校
生
代
表
送
辞

一 

卒
業
生
代
表
答
辞

一 

記
念
品
贈
呈

一 

卒
業
生
保
護
者
代
表
挨
拶

一 

式
歌
斉
唱

一 

校
歌
斉
唱

一 

閉
式
の
辞

卒
業
証
書
授
与
式
次
第

　
卒
業
生
並
び
に
保
護

者
の
皆
様
、
ご
卒
業
心

よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
日
に
至
る

ま
で
の
保
護
者
の
皆
様

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労

を
思
い
ま
す
と
き
、
お

慶
び
も
い
か
ば
か
り
か

と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
三
年
間
、

私
た
ち
は
、
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

福
高
の
先
輩
か
ら
、
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
慶
応
大
学
医
学
部
教

授
・
井
上
浩
義
先
輩
は
、

「
科
学
と
利
益
相
反
」

と
題
し
て
原
子
力
や
放

射
線
な
ど
最
新
の
科
学

に
は
必
ず
、
良
い
と
こ

ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
の
両
方
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
映
画
『
キ
ャ
プ
テ

ン
・
ハ
ー
ロ
ッ
ク
』
な

ど
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

映
画
監
督
の
第
一
人
者

で
あ
る
荒
牧
伸
志
先
輩

は
、
高
校
時
代
、
「
こ

ん
な
も
の
、
現
実
逃
避

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

思
い
な
が
ら
も
好
き
だ

か
ら
と
言
う
だ
け
で
、

熱
心
に
や
っ
て
い
た
こ

と
が
、
後
に
な
っ
て
、

一
つ
も
無
駄
に
な
ら
ず

自
分
の
ベ
ー
ス
と
し
て

身
に
な
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
も
、
自
分
が
思
う

が
ま
ま
に
思
い
切
っ
て

生
き
て
ほ
し
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
・
大
学
で
は
ラ

グ
ビ
ー
に
あ
け
く
れ
、

現
在
は
東
証
一
部
上
場

企
業
社
長
で
あ
る
相
浦

一
成
先
輩
は
、
高
い
目

標
、
強
い
意
志
が
潜
在

的
な
も
の
を
顕
在
化
さ

せ
る
。
常
に
数
値
化
し

た
目
標
を
も
ち
、
正
確

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
る
。
「
も
う
遅

い
」
と
思
っ
た
時
期
が

実
は
ス
タ
ー
ト
時
期
だ

と
、
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー

で
福
高
生
を
激
励
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
「
福
岡
ア

ジ
ア
文
化
賞
」
大
賞
を

受
賞
さ
れ
た
中
村
　
哲

先
輩
の
記
念
講
演
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
生
命

の
水
を
」
で
の
、
地
道

な
地
域
振
興
活
動
を
大

き
な
平
和
へ
と
つ
な
げ
、

広
げ
て
い
く
お
話
は
世

界
に
目
を
向
け
る
最
高

の
機
会
と
な
り
、
強
烈

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

福
高
生
の
心
に
響
き
ま

し
た
。

（
中
略
）

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

入
学
し
て
以
来
、
校
訓
、

「
至
誠
励
業
　
剛
健
成

風
　
操
守
堅
固
」
の
精

神
を
体
現
す
べ
く
、
こ

の
三
年
間
よ
く
努
力
し

実
践
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
学
年
は
、
何
に
対

し
て
も
、
真
面
目
で
主

体
的
に
行
動
す
る
学
年

で
し
た
。
学
業
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
素
晴
ら

し
い
天
候
の
下
で
実
施

で
き
た
ス
キ
ー
修
学
旅

行
、
校
舎
改
修
工
事
と

い
う
制
約
が
多
く
あ
る

中
で
見
事
に
成
し
遂
げ

た
体
育
祭
や
福
高
祭
、

そ
し
て
部
活
動
で
の
活

躍
、
と
り
わ
け
、
野
球

部
が
三
十
二
年
ぶ
り
の

県
大
会
出
場
を
果
た
し
、

凄
ま
じ
い
福
高
の
全
校

応
援
が
出
来
ま
し
た
こ

と
は
、
私
自
身
、
幸
福

感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

（
中
略
）

　
皆
さ
ん
の
進
路
は
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
福
岡
高

校
で
培
っ
て
き
た
「
福

高
魂
」
「
福
高
生
の
勁

み
」
は
、
卒
業
し
て
か

ら
こ
そ
発
揮
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、

自
分
の
利
益
の
み
を
追

求
す
る
こ
と
な
く
、
他

人
の
こ
と
を
思
い
や
れ

る
広
い
心
、
誠
実
な
心

を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
長
い
間
、

皆
さ
ん
を
慈
し
み
育
ん

で
来
ら
れ
た
保
護
者
の

皆
様
に
対
す
る
感
謝
の

心
と
、
君
達
を
温
か
く

見
守
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
周
囲
の
方
々
に

対
す
る
感
謝
の
思
い
を

忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
式
辞
よ
り
抜
粋
）

式
辞

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
長  

松
谷
　
敏
樹

第
68
回 

卒
業
証
書
授
与
式
挙
行

平
成
二
十
八
年
三
月

五
日
（
土
）
、
晴
れ

わ
た
る
天
候
の
も
と
、

第
68
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
福
岡
高
校
で
過

ご
し
た
三
年
間
で
大

き
く
成
長
を
遂
げ
た

姿
を
来
賓
・
保
護

者
・
先
生
・
在
校
生

に
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
前
日
の
同
窓
会

入
会
式
で
同
窓
生
と

な
っ
た
68
回
生
の
、

今
後
の
飛
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

つ 

よ

全
文
は
H
P
に
て

全
文
は
H
P
に
て

　
本
校
で
過
ご
し
た
こ
の

三
年
間
は
、
語
り
つ
く
せ

ぬ
ほ
ど
密
度
の
濃
い
、
ま

さ
に
悪
戦
苦
闘
の
、
そ
し

て
感
動
の
日
々
で
し
た
。

　
入
学
式
。
福
岡
高
校
は
、

歴
史
と
威
厳
に
あ
ふ
れ
る

校
舎
で
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
、
三
年
間
こ
こ
で
学

ぶ
の
だ
と
い
う
意
欲
が
み

な
ぎ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

応
援
歌
指
導
で
は
、
応
援

団
の
激
し
い
指
導
に
、
福

岡
高
校
に
は
す
ご
い
も
の

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

と
直
感
し
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
そ
の
「
す
ご
い
も

の
」
を
次
々
に
具
現
化
し

て
い
っ
た
の
が
私
た
ち
の

三
年
間
だ
っ
た
の
で
す
。

（
中
略
）

　
三
年
生
に
な
っ
て
迎
え

た
福
高
祭
、
テ
ー
マ
は

「
異
彩
」
。
実
行
委
員
会

で
は
仲
間
や
先
生
方
と
意

見
が
か
み
合
わ
ず
、
進
展

の
な
い
状
態
が
続
き
ま
し

た
。
一
方
ク
ラ
ス
参
加
で

も
企
画
案
が
完
成
せ
ず
、

話
し
合
い
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
う
や
っ
て
苦
し
み
も

が
く
中
か
ら
、
よ
う
や
く

解
決
の
糸
口
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は

一
つ
に
ま
と
ま
り
、
ク
ラ

ス
参
加
は
、
試
合
間
近
の

部
活
生
も
協
力
し
、
全
体

が
凄
ま
じ
い
勢
い
で
後
れ

を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
全
て
の

企
画
で
、
い
き
い
き
と
輝

く
よ
う
に
活
動
す
る
生
徒

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
中
略
）

　
そ
し
て
体
育
祭
。

「
昴
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
一
人
一
人
の
力
が
統

べ
ら
れ
、
一
つ
の
大
き
な

輝
き
と
な
る
体
育
祭
を
つ

く
ろ
う
と
、
三
年
生
の
多

く
が
責
任
あ
る
地
位
に
就

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
仲

間
や
後
輩
を
真
剣
に
叱
る

友
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

黙
々
と
準
備
す
る
友
、
ま

た
自
分
の
意
見
が
通
ら
ず

涙
す
る
友
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
不
満
、
間
に
合
う
の

か
と
い
う
焦
り
、
そ
ん
な

身
悶
え
す
る
よ
う
な
葛
藤

か
ら
時
に
は
逃
げ
出
し
た

い
と
思
う
こ
と
さ
え
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
率
先

し
て
協
力
し
よ
う
と
す
る

多
く
の
仲
間
や
後
輩
達
の

姿
に
力
づ
け
ら
れ
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
私

た
ち
は
、
「
昴
」
と
い
う

一
つ
の
理
想
を
目
指
し
て

突
っ
走
っ
た
の
で
す
。
　

　
体
育
祭
当
日
、
私
た
ち

は
全
て
の
思
い
を
ぶ
つ
け

て
戦
い
ま
し
た
。
そ
し
て

総
合
得
点
の
発
表
。
結
果

は
僅
差
で
し
た
。
ま
さ
に

全
員
が
自
分
の
全
力
を
尽

く
し
た
の
で
す
。
三
年
生

の
思
い
は
、
応
援
歌
斉
唱

で
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

あ
の
応
援
歌
は
、
福
岡
高

校
で
青
春
時
代
を
過
ご
し

た
三
年
生
の
、
思
い
の
丈

を
込
め
た
絶
叫
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
こ
の
三
年
間
、

仲
間
と
い
く
つ
も
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
至
ら
な
さ
を
痛
感

す
る
こ
と
も
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
つ
ま

ず
き
な
が
ら
も
前
に
進
ん

で
来
ら
れ
た
の
は
、
時
に

は
厳
し
く
指
導
し
、
時
に

は
我
慢
強
く
見
守
っ
て
下

さ
っ
た
先
生
方
、
辛
く
不

安
定
な
時
も
黙
っ
て
支
え

て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ

で
す
。

　
本
当
に
、
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

（
中
略
）

　
創
立
百
周
年
へ
向
け
て
、

福
岡
高
校
の
更
な
る
発
展

を
祈
念
し
て
答
辞
と
い
た

し
ま
す
。

（
答
辞
よ
り
抜
粋
）

　
頬
に
触
れ
る
風
は
日
に

日
に
暖
か
さ
を
ま
し
、
柔

ら
か
な
日
差
し
に
春
の
訪

れ
が
感
じ
ら
れ
る
、
こ
の

佳
き
日
に
、
福
岡
高
等
学

校
を
巣
立
ち
行
く
、
卒
業

生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
在

校
生
一
同
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
時
が
経
つ
の
は
早
く
、

先
輩
方
が
福
岡
高
等
学
校

に
入
学
さ
れ
、
は
や
三
年

が
す
ぎ
ま
し
た
。
こ
こ
福

高
に
お
け
る
三
年
間
、
そ

れ
は
長
く
、
ま
た
短
く
も

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
歴
史
あ
る

学
び
舎
の
下
、
高
校
生
活

三
年
間
の
仲
間
と
と
も
に

謳
歌
し
た
喜
怒
哀
楽
の
青

春
が
、
今
、
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
先
輩
方
と
共

に
過
ご
し
、
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

（
中
略
）

　
中
で
も
三
大
行
事
で
の

先
輩
方
の
ご
活
躍
は
、
と

て
も
輝
か
し
い
も
の
で
し

た
。
短
い
時
間
の
中
で
個

性
あ
ふ
れ
る
最
高
の
ク
ラ

ス
発
表
・
展
示
を
行
っ
た

福
高
祭
。
グ
ル
ー
プ
集
会

や
全
体
練
習
で
溢
れ
ん
ば

か
り
の
思
い
を
ぶ
つ
け
、

一
人
一
人
が
成
功
を
願
い
、

全
力
で
取
り
組
ん
だ
体
育

祭
。
ど
ち
ら
も
学
校
改
築

工
事
の
影
響
を
受
け
、
規

模
縮
小
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、

先
輩
方
は
多
く
の
工
夫
を

凝
ら
し
、
例
年
通
り
、
い

や
、
例
年
を
超
え
る
行
事

を
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

行
事
に
か
け
る
そ
の
熱
き

思
い
に
私
達
は
心
を
強
く

動
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
略
）

　
先
輩
方
の
築
い
て
こ
ら

れ
た
伝
統
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
明
日
の
福
高
を
担
う

も
の
と
し
て
、
私
達
も
先

輩
方
の
よ
う
に
何
事
に
も

懸
命
に
、
諦
め
ず
精
一
杯

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
卒
業
さ
れ
る
皆
様
の
、

よ
り
一
層
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
お
祈
り
し
、
送
辞

と
い
た
し
ま
す
。

（
送
辞
よ
り
抜
粋
）

送
辞

答
辞

卒
業
生
代
表  

入
江
　
陽
仁

在
校
生
代
表  

山
野
　
智
寛

全
文
は
H
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に
て

全
文
は
H
P
に
て
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卒
業
証
書
授
与
式
次
第

　
卒
業
生
並
び
に
保
護

者
の
皆
様
、
ご
卒
業
心

よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
日
に
至
る

ま
で
の
保
護
者
の
皆
様

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労

を
思
い
ま
す
と
き
、
お

慶
び
も
い
か
ば
か
り
か

と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
三
年
間
、

私
た
ち
は
、
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

福
高
の
先
輩
か
ら
、
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
慶
応
大
学
医
学
部
教

授
・
井
上
浩
義
先
輩
は
、

「
科
学
と
利
益
相
反
」

と
題
し
て
原
子
力
や
放

射
線
な
ど
最
新
の
科
学

に
は
必
ず
、
良
い
と
こ

ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
の
両
方
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
映
画
『
キ
ャ
プ
テ

ン
・
ハ
ー
ロ
ッ
ク
』
な

ど
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

映
画
監
督
の
第
一
人
者

で
あ
る
荒
牧
伸
志
先
輩

は
、
高
校
時
代
、
「
こ

ん
な
も
の
、
現
実
逃
避

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

思
い
な
が
ら
も
好
き
だ

か
ら
と
言
う
だ
け
で
、

熱
心
に
や
っ
て
い
た
こ

と
が
、
後
に
な
っ
て
、

一
つ
も
無
駄
に
な
ら
ず

自
分
の
ベ
ー
ス
と
し
て

身
に
な
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
も
、
自
分
が
思
う

が
ま
ま
に
思
い
切
っ
て

生
き
て
ほ
し
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
・
大
学
で
は
ラ

グ
ビ
ー
に
あ
け
く
れ
、

現
在
は
東
証
一
部
上
場

企
業
社
長
で
あ
る
相
浦

一
成
先
輩
は
、
高
い
目

標
、
強
い
意
志
が
潜
在

的
な
も
の
を
顕
在
化
さ

せ
る
。
常
に
数
値
化
し

た
目
標
を
も
ち
、
正
確

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
る
。
「
も
う
遅

い
」
と
思
っ
た
時
期
が

実
は
ス
タ
ー
ト
時
期
だ

と
、
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー

で
福
高
生
を
激
励
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
「
福
岡
ア

ジ
ア
文
化
賞
」
大
賞
を

受
賞
さ
れ
た
中
村
　
哲

先
輩
の
記
念
講
演
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
生
命

の
水
を
」
で
の
、
地
道

な
地
域
振
興
活
動
を
大

き
な
平
和
へ
と
つ
な
げ
、

広
げ
て
い
く
お
話
は
世

界
に
目
を
向
け
る
最
高

の
機
会
と
な
り
、
強
烈

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

福
高
生
の
心
に
響
き
ま

し
た
。

（
中
略
）

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

入
学
し
て
以
来
、
校
訓
、

「
至
誠
励
業
　
剛
健
成

風
　
操
守
堅
固
」
の
精

神
を
体
現
す
べ
く
、
こ

の
三
年
間
よ
く
努
力
し

実
践
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
学
年
は
、
何
に
対

し
て
も
、
真
面
目
で
主

体
的
に
行
動
す
る
学
年

で
し
た
。
学
業
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
素
晴
ら

し
い
天
候
の
下
で
実
施

で
き
た
ス
キ
ー
修
学
旅

行
、
校
舎
改
修
工
事
と

い
う
制
約
が
多
く
あ
る

中
で
見
事
に
成
し
遂
げ

た
体
育
祭
や
福
高
祭
、

そ
し
て
部
活
動
で
の
活

躍
、
と
り
わ
け
、
野
球

部
が
三
十
二
年
ぶ
り
の

県
大
会
出
場
を
果
た
し
、

凄
ま
じ
い
福
高
の
全
校

応
援
が
出
来
ま
し
た
こ

と
は
、
私
自
身
、
幸
福

感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

（
中
略
）

　
皆
さ
ん
の
進
路
は
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
福
岡
高

校
で
培
っ
て
き
た
「
福

高
魂
」
「
福
高
生
の
勁

み
」
は
、
卒
業
し
て
か

ら
こ
そ
発
揮
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、

自
分
の
利
益
の
み
を
追

求
す
る
こ
と
な
く
、
他

人
の
こ
と
を
思
い
や
れ

る
広
い
心
、
誠
実
な
心

を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
長
い
間
、

皆
さ
ん
を
慈
し
み
育
ん

で
来
ら
れ
た
保
護
者
の

皆
様
に
対
す
る
感
謝
の

心
と
、
君
達
を
温
か
く

見
守
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
周
囲
の
方
々
に

対
す
る
感
謝
の
思
い
を

忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
式
辞
よ
り
抜
粋
）

式
辞

福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
長  

松
谷
　
敏
樹

第
68
回 

卒
業
証
書
授
与
式
挙
行

平
成
二
十
八
年
三
月

五
日
（
土
）
、
晴
れ

わ
た
る
天
候
の
も
と
、

第
68
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
福
岡
高
校
で
過

ご
し
た
三
年
間
で
大

き
く
成
長
を
遂
げ
た

姿
を
来
賓
・
保
護

者
・
先
生
・
在
校
生

に
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
前
日
の
同
窓
会

入
会
式
で
同
窓
生
と

な
っ
た
68
回
生
の
、

今
後
の
飛
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

つ 

よ
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本
校
で
過
ご
し
た
こ
の

三
年
間
は
、
語
り
つ
く
せ

ぬ
ほ
ど
密
度
の
濃
い
、
ま

さ
に
悪
戦
苦
闘
の
、
そ
し

て
感
動
の
日
々
で
し
た
。

　
入
学
式
。
福
岡
高
校
は
、

歴
史
と
威
厳
に
あ
ふ
れ
る

校
舎
で
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
、
三
年
間
こ
こ
で
学

ぶ
の
だ
と
い
う
意
欲
が
み

な
ぎ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

応
援
歌
指
導
で
は
、
応
援

団
の
激
し
い
指
導
に
、
福

岡
高
校
に
は
す
ご
い
も
の

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

と
直
感
し
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
そ
の
「
す
ご
い
も

の
」
を
次
々
に
具
現
化
し

て
い
っ
た
の
が
私
た
ち
の

三
年
間
だ
っ
た
の
で
す
。

（
中
略
）

　
三
年
生
に
な
っ
て
迎
え

た
福
高
祭
、
テ
ー
マ
は

「
異
彩
」
。
実
行
委
員
会

で
は
仲
間
や
先
生
方
と
意

見
が
か
み
合
わ
ず
、
進
展

の
な
い
状
態
が
続
き
ま
し

た
。
一
方
ク
ラ
ス
参
加
で

も
企
画
案
が
完
成
せ
ず
、

話
し
合
い
を
何
度
も
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
う
や
っ
て
苦
し
み
も

が
く
中
か
ら
、
よ
う
や
く

解
決
の
糸
口
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は

一
つ
に
ま
と
ま
り
、
ク
ラ

ス
参
加
は
、
試
合
間
近
の

部
活
生
も
協
力
し
、
全
体

が
凄
ま
じ
い
勢
い
で
後
れ

を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
全
て
の

企
画
で
、
い
き
い
き
と
輝

く
よ
う
に
活
動
す
る
生
徒

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
中
略
）

　
そ
し
て
体
育
祭
。

「
昴
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
一
人
一
人
の
力
が
統

べ
ら
れ
、
一
つ
の
大
き
な

輝
き
と
な
る
体
育
祭
を
つ

く
ろ
う
と
、
三
年
生
の
多

く
が
責
任
あ
る
地
位
に
就

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
仲

間
や
後
輩
を
真
剣
に
叱
る

友
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

黙
々
と
準
備
す
る
友
、
ま

た
自
分
の
意
見
が
通
ら
ず

涙
す
る
友
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
不
満
、
間
に
合
う
の

か
と
い
う
焦
り
、
そ
ん
な

身
悶
え
す
る
よ
う
な
葛
藤

か
ら
時
に
は
逃
げ
出
し
た

い
と
思
う
こ
と
さ
え
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
率
先

し
て
協
力
し
よ
う
と
す
る

多
く
の
仲
間
や
後
輩
達
の

姿
に
力
づ
け
ら
れ
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
私

た
ち
は
、
「
昴
」
と
い
う

一
つ
の
理
想
を
目
指
し
て

突
っ
走
っ
た
の
で
す
。
　

　
体
育
祭
当
日
、
私
た
ち

は
全
て
の
思
い
を
ぶ
つ
け

て
戦
い
ま
し
た
。
そ
し
て

総
合
得
点
の
発
表
。
結
果

は
僅
差
で
し
た
。
ま
さ
に

全
員
が
自
分
の
全
力
を
尽

く
し
た
の
で
す
。
三
年
生

の
思
い
は
、
応
援
歌
斉
唱

で
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

あ
の
応
援
歌
は
、
福
岡
高

校
で
青
春
時
代
を
過
ご
し

た
三
年
生
の
、
思
い
の
丈

を
込
め
た
絶
叫
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
こ
の
三
年
間
、

仲
間
と
い
く
つ
も
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
至
ら
な
さ
を
痛
感

す
る
こ
と
も
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
つ
ま

ず
き
な
が
ら
も
前
に
進
ん

で
来
ら
れ
た
の
は
、
時
に

は
厳
し
く
指
導
し
、
時
に

は
我
慢
強
く
見
守
っ
て
下

さ
っ
た
先
生
方
、
辛
く
不

安
定
な
時
も
黙
っ
て
支
え

て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ

で
す
。

　
本
当
に
、
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

（
中
略
）

　
創
立
百
周
年
へ
向
け
て
、

福
岡
高
校
の
更
な
る
発
展

を
祈
念
し
て
答
辞
と
い
た

し
ま
す
。

（
答
辞
よ
り
抜
粋
）

　
頬
に
触
れ
る
風
は
日
に

日
に
暖
か
さ
を
ま
し
、
柔

ら
か
な
日
差
し
に
春
の
訪

れ
が
感
じ
ら
れ
る
、
こ
の

佳
き
日
に
、
福
岡
高
等
学

校
を
巣
立
ち
行
く
、
卒
業

生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
在

校
生
一
同
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
時
が
経
つ
の
は
早
く
、

先
輩
方
が
福
岡
高
等
学
校

に
入
学
さ
れ
、
は
や
三
年

が
す
ぎ
ま
し
た
。
こ
こ
福

高
に
お
け
る
三
年
間
、
そ

れ
は
長
く
、
ま
た
短
く
も

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
歴
史
あ
る

学
び
舎
の
下
、
高
校
生
活

三
年
間
の
仲
間
と
と
も
に

謳
歌
し
た
喜
怒
哀
楽
の
青

春
が
、
今
、
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
先
輩
方
と
共

に
過
ご
し
、
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

（
中
略
）

　
中
で
も
三
大
行
事
で
の

先
輩
方
の
ご
活
躍
は
、
と

て
も
輝
か
し
い
も
の
で
し

た
。
短
い
時
間
の
中
で
個

性
あ
ふ
れ
る
最
高
の
ク
ラ

ス
発
表
・
展
示
を
行
っ
た

福
高
祭
。
グ
ル
ー
プ
集
会

や
全
体
練
習
で
溢
れ
ん
ば

か
り
の
思
い
を
ぶ
つ
け
、

一
人
一
人
が
成
功
を
願
い
、

全
力
で
取
り
組
ん
だ
体
育

祭
。
ど
ち
ら
も
学
校
改
築

工
事
の
影
響
を
受
け
、
規

模
縮
小
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、

先
輩
方
は
多
く
の
工
夫
を

凝
ら
し
、
例
年
通
り
、
い

や
、
例
年
を
超
え
る
行
事

を
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

行
事
に
か
け
る
そ
の
熱
き

思
い
に
私
達
は
心
を
強
く

動
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
略
）

　
先
輩
方
の
築
い
て
こ
ら

れ
た
伝
統
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
明
日
の
福
高
を
担
う

も
の
と
し
て
、
私
達
も
先

輩
方
の
よ
う
に
何
事
に
も

懸
命
に
、
諦
め
ず
精
一
杯

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
卒
業
さ
れ
る
皆
様
の
、

よ
り
一
層
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
お
祈
り
し
、
送
辞

と
い
た
し
ま
す
。

（
送
辞
よ
り
抜
粋
）

送
辞

答
辞

卒
業
生
代
表  

入
江
　
陽
仁

在
校
生
代
表  

山
野
　
智
寛

全
文
は
H
P
に
て

全
文
は
H
P
に
て

第109号 平成28年5月15日（7） 福高通信 朝 ぼ ら け

http://fukuchu-fukkou.jp/?p=1804#souji
http://fukuchu-fukkou.jp/?p=1804#touji


福高同窓会女性の
ページです。

カ ット

題 字

故 冬至堅太郎（中１１）

－紅 梅 会 旗より－　

　乃美　吉江（高８）

「
あ
り
が
と
う
」

年
齢
を
重
ね
た
今
、あ
ら
た
め
て
想
う

　
　
　
　
　
　
　

 

福
高
女
子
の
す
ば
ら
し
さ・・

「
体
育
教
官
室
に
来
る
よ

う
に
！
」

　
卒
業
を
間
近
に
控
え
た

あ
る
日
の
こ
と
、
私
は
、

担
任
の
体
育
教
師
、
牧
先

生
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
に
呼
び
出
さ
れ

る
ほ
ど
、
良
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
し
た
覚
え
の
な

い
私
は
、
当
時
体
育
館
の

二
階
の
端
に
あ
っ
た
教
官

室
の
ド
ア
を
、
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
ノ
ッ
ク
し
ま
し

た
。

　
運
動
オ
ン
チ
で
、
教
科

に
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
と

談
笑
で
き
る
よ
う
な
タ
イ

プ
の
生
徒
で
は
な
い
私
。

「
お
い
、
萩
原
。

お
前
、
紅
梅
会

の
幹
事
ば
せ

い
」

「
紅
梅
会
で
す

か
？
」

「
女
子
の
同
窓

会
た
い
」

「
は
あ
・
・
」

こ
ん
な
や
り
取

り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
わ

け
も
わ
か
ら
ず
、

断
る
術
も
な
く

「
は
い
」
と
返

事
を
し
て
、
こ

こ
に
、
二
十
八
回
紅
梅
会

幹
事
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　
大
学
在
学
中
は
幹
事
で

あ
る
こ
と
を
す
っ
か
り
忘

れ
、
卒
業
間
近
に
、
同
級

生
の
I
さ
ん
か
ら
一
本
の

電
話
が
入
り
ま
し
た
。

「
紅
梅
会
の
件
や
け
ど
、

今
ま
で
の
連
絡
は
、
副
幹

事
の
私
が
受
け
よ
っ
た
け

ど
そ
ろ
そ
ろ
交
代
ね
」

あ
っ
、
そ
う
や
っ
た
！
私
、

幹
事
や
っ
た
。
で
も
紅
梅

会
に
副
幹
事
が
お
っ
た

と
？
同
窓
会
の
幹
事
さ

ん
っ
て
、
先
生
や
先
輩
や

後
輩
と
太
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
て
、
同
窓
生
の

人
望
が
厚
く
、
号
令
を
か

け
れ
ば
す
ぐ
に
人
が
集
ま

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
・
・
ど
れ
も

私
に
は
当
て
は
ま
ら
ん
。

む
し
ろ
副
幹
事
の
I
さ
ん

の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
し
。

依
然
と
し
て
腑
に
落
ち
な

い
気
持
ち
を
か
か
え
た
ま

ま
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
後

の
幹
事
会
や
紅
梅
会
に
は
、

な
る
べ
く
顔
を
出
し
ま
し

た
。

　
幹
事
会
で
は
、
凛
と
し

た
知
性
と
美
し
さ
を
放
た

れ
る
役
員
の
先
輩
方
を
前

に
、
気
の
利
い
た
コ
メ
ン

ト
を
言
わ
ん
と
い
か
ん
！

と
、
ド
キ
ド
キ
し
、
や
が

て
迫
り
く
る
当
番
幹
事
に
、

つ
の
る
不
安
の
波
。

　
そ
し
て
迎
え
た
、
平
成

四
年
十
一
月
二
十
八
日
。

い
よ
い
よ
頼
り
な
い
幹
事

率
い
る
第
24
回
紅
梅
会
開

催
の
日
。
と
こ
ろ
が
、
良

か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の

か
、
第
24
回
紅
梅
会
は
幹

事
不
在
の
紅
梅
会
と
な
り

ま
し
た
。
三
日
前
の
二
十

五
日
、
主
人
の
姉
が
ガ
ン

で
他
界
し
、
嫁
で
あ
る
私

は
、
告
別
式
の
準
備
の
た

め
、
家
を
空
け
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
当

日
の
紅
梅
会

は
、
ま
た
ま

た
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
。
福
中

の
大
先
輩
、

元
福
岡
市
長
、

進
藤
一
馬
先

生
の
ご
逝
去

の
一
報
が
入

り
、
急
き
ょ

黙
と
う
か
ら

始
ま
る
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。
当
日
、

幹
事
代
行
の

O
さ
ん
は
、

元
々
幹
事
に
ふ
さ
わ
し
い

優
秀
な
方
で
、
急
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
変
更
に
も
慌
て
ず
、

素
晴
ら
し
い
ご
挨
拶
と
進

行
役
を
務
め
て
く
れ
、
会

場
で
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
、

テ
キ
パ
キ
と
お
世
話
に
徹

し
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

阿
吽
の
呼
吸
で
、
自
ら
す

べ
き
こ
と
を
理
解
し
行
動

す
る
、
こ
れ
こ
そ
福
高
女

子
の
底
力
。
現
場
で
役
割

を
果
た
せ
な
か
っ
た
私
で

し
た
が
、
第
24
回
紅
梅
会

は
、
こ
う
し
て
、
滞
り
な

く
終
わ
り
ま
し
た
。

　
「
何
で
、
私
？
」
か
ら

始
ま
っ
た
頼
り
な
い
幹
事

は
、
28
回
生
の
皆
の
お
世

話
を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
同

級
生
の
優
し
さ
に
包
ま
れ

て
、
美
味
し
い
と
こ
取
り

の
幸
せ
な
幹
事
だ
っ
た
の

で
し
た
。

　
28
回
生
は
、
鉄
人
28
回

と
名
打
っ
て
、
学
年
同
窓

会
が
盛
ん
で
す
。
今
ま
で

は
、
女
子
は
時
間
の
余
裕

が
な
い
の
で
、
学
年
同
窓

会
優
先
で
し
た
。

　
で
も
、
先
が
短
く
な
っ

て
き
た
私
た
ち
。
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
、
紅
梅
会
に
も

く
り
出
そ
う
！
今
、
幹
事

と
し
て
、
心
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

2泊3日で萩旅行に行く途中に立ち寄った関門橋

二
十
七
年
の
学
年
同
窓
会
の
世
話
役
七
組
集
合

ジャンケンゲーム

30

高
28
回
　
　
　

宮
房
　
桂
子

参
事
兼
事
務
長（
昇
任
）

後
田  

友
房

 
（
香
住
丘
）

教
頭（
昇
任
）

三
宅

　洋

 
（
私
学
振
興
課
参
事
補
佐
）

地
歴（
世
界
）

武
田

　康
助
 

高
48
回

 

（
須
恵
）

数

　学

中
西

　
　学

 

（
鳥
栖
）

理
科（
物
理
）

藤
田

　真
生

 

（
宗
像
）

音

　楽

元
石

　隆
英

 
（
修
猷
館
）

事
務
主
査

中
村

　繁
博 

 
（
香
椎
工
業
）

事
務
主
査（
司
書
）

関
岡

　陽
子 

 
（
福
岡
中
央
）

公

　民

天
本

　美
穂

 

（
筑
紫
）

数

　学

田
鍋

　大
成

 
（
非
常
勤
）

理
科（
生
化
）

門
田  

貴
史 

 
（
非
常
勤
）

外
国
語

道
端
め
ぐ
み

 
（
非
常
勤
）

壇

　
　
　泉

 
（
非
常
勤
）

日

　直

田
鍋

　大
成

 

校

　長

松
谷

　敏
樹

理
科（
化
学
）

岩
﨑

　治
弘
 

高
27
回

数

　学

上
坂

　仁
志

校

　長

井
上

　拓
夫

 （
城
南
校
長
）

参
事
兼
事
務
長

鶴
岡

　始
 

高
30
回

 
（
香
椎
工
業
参
事
兼
事
務
長
）

地
歴（
世
界
）

新
原

　潤
一
郎

 
（
春
日
）

数

　学

古
賀

　秀
裕

 

（
春
日
）

福
田

　匡
弘

 （
朝
倉
光
陽
）

音

　楽

井
上

　宏
之

 
（
修
猷
館
）

外
国
語

山
本

　健
一
郎

 
（
春
日
）

事
務
主
査

吉
岡

　数
典

 

（
光
陵
）

企
画
主
査

中
島

　郁
世

 

（
香
椎
）

公
民（
世
・
公
）

渡
部

　晃
久

 （
常
勤
講
師
）

理
科（
化
学
）

大
澤

　良
介

 （
常
勤
講
師
）

数

　学

石
井
喜
代
己

 
（
非
常
勤
）

公

　民

有
安

　風
嘉
 

高
63
回

 

（
非
常
勤
）

理
科（
化
学
）

井
手

　祥
吾

 
（
非
常
勤
）

理
科（
物
理
）

堀
田

　眞
澄

 
（
非
常
勤
）

保
健
体
育

森

　
　
　翼

 
（
非
常
勤
）

芸
術（
美
）

砂
川

　清
夏

 
（
非
常
勤
）

芸
術（
書
）

吉
村

　春
香

 
（
非
常
勤
）

情

　報

森

　
　美
穂

 
（
非
常
勤
）

日

　直

小
宮

　忠
夫

数

　
　学

渡
邊

　
　啓

理
科（
物
理
）

中
野

　雄
揮
 

高
61
回

 

理
科（
物
理
）

森

　
　輝
治

保
健
体
育

進
藤

　
　弘

外
国
語

森
山

　英
治
 

高
23
回

主
幹
教
諭（
昇
任
）

周
﨑

　哲
郎 

主
任
主
事（
昇
任
）

荒
巻

　麻
衣
子 

転
出
の
先
生（
転
任
校
）

転
入
の
先
生（
前
任
校
）

退
職
の
先
生

新
規
採
用
の
先
生

再
任
用
の
先
生

そ
の
他

敬
称
略

人
事
異
動
に
つ
い
て

人
事
異
動
に
つ
い
て

平成
28年度

計
262
24
286
473
8

6
2

775

3年
174
19
193
257
2

5
2

459

旧卒
88
5
93
216
6

1

316

計
265
36
301
496
7

8
1

813

平成28年3月 27年

合　　　計

合 計

No． 大学名
平成28年3月 27年

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

計
4
8
3

3
2
7
2
3
12

2
8
12

2
5
43
47
4
1
1
10
1
3

106
3
6
99
1
75
473

3年
2
5
3

1
3

3

1
6

1
3
23
16
1
1

5
1
2
83
1
5
68

23
257

過年度
2
3

3
1
4
2

12

2
7
6

1
2
20
31
3

1
5

1
23
2
1
31
1
52
216

計
4
6
7
1
2
2
14
3
4
26
2
2
4
13
4
4
16
28
48
4
11
5
5
2
7

136
3
11
75
2
45
496

国 際 医 療 福 祉 大 学
青 山 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
芝 浦 工 業 大 学
専 修 大 学
多 摩 美 術 大 学
中 央 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 理 科 大 学
東 洋 大 学
日 本 大 学
法 政 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
立 教 大 学
早 稲 田 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
九 州 栄 養 福 祉 大 学
九 州 産 業 大 学
久 留 米 大 学
産 業 医 科 大 学
西 南 学 院 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 村 学 園 大 学
福 岡 大 学
立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学
そ の 他

国 　 立 　 大 　 学
公 　 立 　 大 　 学
国 公 立 大 　 合 計
私 　 立 　 大 　 学
大 学 校
短 　 期 　 大 　 学
各 　 種 　 学 　 校
公  　務  　員

私立大学

合格者総計

公立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

京 都 府 立 大 学
県 立 広 島 大 学
北 九 州 市 立 大 学
九 州 歯 科 大 学
福 岡 県 立 大 学
福 岡 女 子 大 学
長 崎 県 立 大 学
大 分 看 護 科 学 大 学
宮 崎 公 立 大 学
そ の 他

計

4
2
2
15

1

24

3年

4

2
12

1

19

計

1
12
1
1
17
1
1

2
36

過年度

2

3

5合 計

No． 大学名
平成27年3月 26年

大学別合格者数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

北 海 道 大 学
小 樽 商 科 大 学
東 北 大 学
筑 波 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 学 芸 大 学
東 京 農 工 大 学
東 京 工 業 大 学
東 京 海 洋 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学
一 橋 大 学
横 浜 国 立 大 学
名 古 屋 大 学
名 古 屋 工 業 大 学
三 重 大 学
京 都 大 学
京 都 教 育 大 学
大 阪 大 学
神 戸 大 学
広 島 大 学
山 口 大 学
愛 媛 大 学
福 岡 教 育 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
佐 賀 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
大 分 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
鹿 屋 体 育 大 学
琉 球 大 学
そ の 他

計
1

1
3
2
2
3

2

1
1
3
2

11
1
11
3
10
4

13
113
14
8
13
23
1
3
8
1

4
262

3年
1

2
1
1

1

1

1

7
1
7
1
6
2

10
79
12
6
7
18

2
7
1

174

計
2
1
2
2

3
2
2
3
2

1
3
2
1
1
8

6

5
3

17
111
31
12
10
26
2

5
1
1

265合 計

No． 大学名
平成28年3月 27年

過年度

1
1
1
1
3

1

1
2
2

4

4
2
4
2

3
34
2
2
6
5
1
1
1

4
88

国立大学

　平成28年入試では、センター試験が昨年同様厳しい結果と
なった中、68回生は持ち前の2次力を発揮し難関大学や九州大
学など、昨年度を上回る結果を出してくれました。また本年度
を最後に閉校する研修学園も、有終の美を飾る素晴らしい結果
でした。研修学園の閉校で、現役、浪人ともにお互いライバル
関係を失うことになります。研修以外の予備校に行く浪人生の
大いなる健闘と69回生のますますの踏ん張りを期待します。

学年主任　　松枝雅子
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福高同窓会女性の
ページです。

カ ット

題 字

故 冬至堅太郎（中１１）

－紅 梅 会 旗より－　

　乃美　吉江（高８）

「
あ
り
が
と
う
」

年
齢
を
重
ね
た
今
、あ
ら
た
め
て
想
う

　
　
　
　
　
　
　

 

福
高
女
子
の
す
ば
ら
し
さ・・

「
体
育
教
官
室
に
来
る
よ

う
に
！
」

　
卒
業
を
間
近
に
控
え
た

あ
る
日
の
こ
と
、
私
は
、

担
任
の
体
育
教
師
、
牧
先

生
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
に
呼
び
出
さ
れ

る
ほ
ど
、
良
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
し
た
覚
え
の
な

い
私
は
、
当
時
体
育
館
の

二
階
の
端
に
あ
っ
た
教
官

室
の
ド
ア
を
、
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
ノ
ッ
ク
し
ま
し

た
。

　
運
動
オ
ン
チ
で
、
教
科

に
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
と

談
笑
で
き
る
よ
う
な
タ
イ

プ
の
生
徒
で
は
な
い
私
。

「
お
い
、
萩
原
。

お
前
、
紅
梅
会

の
幹
事
ば
せ

い
」

「
紅
梅
会
で
す

か
？
」

「
女
子
の
同
窓

会
た
い
」

「
は
あ
・
・
」

こ
ん
な
や
り
取

り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
わ

け
も
わ
か
ら
ず
、

断
る
術
も
な
く

「
は
い
」
と
返

事
を
し
て
、
こ

こ
に
、
二
十
八
回
紅
梅
会

幹
事
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　
大
学
在
学
中
は
幹
事
で

あ
る
こ
と
を
す
っ
か
り
忘

れ
、
卒
業
間
近
に
、
同
級

生
の
I
さ
ん
か
ら
一
本
の

電
話
が
入
り
ま
し
た
。

「
紅
梅
会
の
件
や
け
ど
、

今
ま
で
の
連
絡
は
、
副
幹

事
の
私
が
受
け
よ
っ
た
け

ど
そ
ろ
そ
ろ
交
代
ね
」

あ
っ
、
そ
う
や
っ
た
！
私
、

幹
事
や
っ
た
。
で
も
紅
梅

会
に
副
幹
事
が
お
っ
た

と
？
同
窓
会
の
幹
事
さ

ん
っ
て
、
先
生
や
先
輩
や

後
輩
と
太
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
て
、
同
窓
生
の

人
望
が
厚
く
、
号
令
を
か

け
れ
ば
す
ぐ
に
人
が
集
ま

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
・
・
ど
れ
も

私
に
は
当
て
は
ま
ら
ん
。

む
し
ろ
副
幹
事
の
I
さ
ん

の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
し
。

依
然
と
し
て
腑
に
落
ち
な

い
気
持
ち
を
か
か
え
た
ま

ま
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
後

の
幹
事
会
や
紅
梅
会
に
は
、

な
る
べ
く
顔
を
出
し
ま
し

た
。

　
幹
事
会
で
は
、
凛
と
し

た
知
性
と
美
し
さ
を
放
た

れ
る
役
員
の
先
輩
方
を
前

に
、
気
の
利
い
た
コ
メ
ン

ト
を
言
わ
ん
と
い
か
ん
！

と
、
ド
キ
ド
キ
し
、
や
が

て
迫
り
く
る
当
番
幹
事
に
、

つ
の
る
不
安
の
波
。

　
そ
し
て
迎
え
た
、
平
成

四
年
十
一
月
二
十
八
日
。

い
よ
い
よ
頼
り
な
い
幹
事

率
い
る
第
24
回
紅
梅
会
開

催
の
日
。
と
こ
ろ
が
、
良

か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の

か
、
第
24
回
紅
梅
会
は
幹

事
不
在
の
紅
梅
会
と
な
り

ま
し
た
。
三
日
前
の
二
十

五
日
、
主
人
の
姉
が
ガ
ン

で
他
界
し
、
嫁
で
あ
る
私

は
、
告
別
式
の
準
備
の
た

め
、
家
を
空
け
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
当

日
の
紅
梅
会

は
、
ま
た
ま

た
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
。
福
中

の
大
先
輩
、

元
福
岡
市
長
、

進
藤
一
馬
先

生
の
ご
逝
去

の
一
報
が
入

り
、
急
き
ょ

黙
と
う
か
ら

始
ま
る
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。
当
日
、

幹
事
代
行
の

O
さ
ん
は
、

元
々
幹
事
に
ふ
さ
わ
し
い

優
秀
な
方
で
、
急
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
変
更
に
も
慌
て
ず
、

素
晴
ら
し
い
ご
挨
拶
と
進

行
役
を
務
め
て
く
れ
、
会

場
で
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
、

テ
キ
パ
キ
と
お
世
話
に
徹

し
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

阿
吽
の
呼
吸
で
、
自
ら
す

べ
き
こ
と
を
理
解
し
行
動

す
る
、
こ
れ
こ
そ
福
高
女

子
の
底
力
。
現
場
で
役
割

を
果
た
せ
な
か
っ
た
私
で

し
た
が
、
第
24
回
紅
梅
会

は
、
こ
う
し
て
、
滞
り
な

く
終
わ
り
ま
し
た
。

　
「
何
で
、
私
？
」
か
ら

始
ま
っ
た
頼
り
な
い
幹
事

は
、
28
回
生
の
皆
の
お
世

話
を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
同

級
生
の
優
し
さ
に
包
ま
れ

て
、
美
味
し
い
と
こ
取
り

の
幸
せ
な
幹
事
だ
っ
た
の

で
し
た
。

　
28
回
生
は
、
鉄
人
28
回

と
名
打
っ
て
、
学
年
同
窓

会
が
盛
ん
で
す
。
今
ま
で

は
、
女
子
は
時
間
の
余
裕

が
な
い
の
で
、
学
年
同
窓

会
優
先
で
し
た
。

　
で
も
、
先
が
短
く
な
っ

て
き
た
私
た
ち
。
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
、
紅
梅
会
に
も

く
り
出
そ
う
！
今
、
幹
事

と
し
て
、
心
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

2泊3日で萩旅行に行く途中に立ち寄った関門橋

二
十
七
年
の
学
年
同
窓
会
の
世
話
役
七
組
集
合

ジャンケンゲーム

30

高
28
回
　
　
　

宮
房
　
桂
子

参
事
兼
事
務
長（
昇
任
）

後
田  

友
房

 
（
香
住
丘
）

教
頭（
昇
任
）

三
宅

　洋

 
（
私
学
振
興
課
参
事
補
佐
）

地
歴（
世
界
）

武
田

　康
助
 

高
48
回

 

（
須
恵
）

数

　学

中
西

　
　学

 

（
鳥
栖
）

理
科（
物
理
）

藤
田

　真
生

 

（
宗
像
）

音

　楽

元
石

　隆
英

 
（
修
猷
館
）

事
務
主
査

中
村

　繁
博 

 
（
香
椎
工
業
）

事
務
主
査（
司
書
）

関
岡

　陽
子 

 
（
福
岡
中
央
）

公

　民

天
本

　美
穂

 

（
筑
紫
）

数

　学

田
鍋

　大
成

 
（
非
常
勤
）

理
科（
生
化
）

門
田  

貴
史 

 
（
非
常
勤
）

外
国
語

道
端
め
ぐ
み

 
（
非
常
勤
）

壇

　
　
　泉

 
（
非
常
勤
）

日

　直

田
鍋

　大
成

 

校

　長

松
谷

　敏
樹

理
科（
化
学
）

岩
﨑

　治
弘
 

高
27
回

数

　学

上
坂

　仁
志

校

　長

井
上

　拓
夫

 （
城
南
校
長
）

参
事
兼
事
務
長

鶴
岡

　始
 

高
30
回

 
（
香
椎
工
業
参
事
兼
事
務
長
）

地
歴（
世
界
）

新
原

　潤
一
郎

 
（
春
日
）

数

　学

古
賀

　秀
裕

 

（
春
日
）

福
田

　匡
弘

 （
朝
倉
光
陽
）

音

　楽

井
上

　宏
之

 
（
修
猷
館
）

外
国
語

山
本

　健
一
郎

 
（
春
日
）

事
務
主
査

吉
岡

　数
典

 

（
光
陵
）

企
画
主
査

中
島

　郁
世

 

（
香
椎
）

公
民（
世
・
公
）

渡
部

　晃
久

 （
常
勤
講
師
）

理
科（
化
学
）

大
澤

　良
介

 （
常
勤
講
師
）

数

　学

石
井
喜
代
己

 
（
非
常
勤
）

公

　民

有
安

　風
嘉
 

高
63
回

 

（
非
常
勤
）

理
科（
化
学
）

井
手

　祥
吾

 
（
非
常
勤
）

理
科（
物
理
）

堀
田

　眞
澄

 
（
非
常
勤
）

保
健
体
育

森

　
　
　翼

 
（
非
常
勤
）

芸
術（
美
）

砂
川

　清
夏

 
（
非
常
勤
）

芸
術（
書
）

吉
村

　春
香

 
（
非
常
勤
）

情

　報

森

　
　美
穂

 
（
非
常
勤
）

日

　直

小
宮

　忠
夫

数

　
　学

渡
邊

　
　啓

理
科（
物
理
）

中
野

　雄
揮
 

高
61
回

 

理
科（
物
理
）

森

　
　輝
治

保
健
体
育

進
藤

　
　弘

外
国
語

森
山

　英
治
 

高
23
回

主
幹
教
諭（
昇
任
）

周
﨑

　哲
郎 

主
任
主
事（
昇
任
）

荒
巻

　麻
衣
子 

転
出
の
先
生（
転
任
校
）

転
入
の
先
生（
前
任
校
）

退
職
の
先
生

新
規
採
用
の
先
生

再
任
用
の
先
生

そ
の
他

敬
称
略

人
事
異
動
に
つ
い
て

人
事
異
動
に
つ
い
て

平成
28年度

計
262
24
286
473
8

6
2

775

3年
174
19
193
257
2

5
2

459

旧卒
88
5
93
216
6

1

316

計
265
36
301
496
7

8
1

813

平成28年3月 27年

合　　　計

合 計

No． 大学名
平成28年3月 27年

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

計
4
8
3

3
2
7
2
3
12

2
8
12

2
5
43
47
4
1
1
10
1
3

106
3
6
99
1
75
473

3年
2
5
3

1
3

3

1
6

1
3
23
16
1
1

5
1
2
83
1
5
68

23
257

過年度
2
3

3
1
4
2

12

2
7
6

1
2
20
31
3

1
5

1
23
2
1
31
1
52
216

計
4
6
7
1
2
2
14
3
4
26
2
2
4
13
4
4
16
28
48
4
11
5
5
2
7

136
3
11
75
2
45
496

国 際 医 療 福 祉 大 学
青 山 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
芝 浦 工 業 大 学
専 修 大 学
多 摩 美 術 大 学
中 央 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 理 科 大 学
東 洋 大 学
日 本 大 学
法 政 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
立 教 大 学
早 稲 田 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
九 州 栄 養 福 祉 大 学
九 州 産 業 大 学
久 留 米 大 学
産 業 医 科 大 学
西 南 学 院 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 村 学 園 大 学
福 岡 大 学
立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学
そ の 他

国 　 立 　 大 　 学
公 　 立 　 大 　 学
国 公 立 大 　 合 計
私 　 立 　 大 　 学
大 学 校
短 　 期 　 大 　 学
各 　 種 　 学 　 校
公  　務  　員

私立大学

合格者総計

公立大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

京 都 府 立 大 学
県 立 広 島 大 学
北 九 州 市 立 大 学
九 州 歯 科 大 学
福 岡 県 立 大 学
福 岡 女 子 大 学
長 崎 県 立 大 学
大 分 看 護 科 学 大 学
宮 崎 公 立 大 学
そ の 他

計

4
2
2
15

1

24

3年

4

2
12

1

19

計

1
12
1
1
17
1
1

2
36

過年度

2

3

5合 計

No． 大学名
平成27年3月 26年

大学別合格者数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

北 海 道 大 学
小 樽 商 科 大 学
東 北 大 学
筑 波 大 学
千 葉 大 学
東 京 大 学
東 京 学 芸 大 学
東 京 農 工 大 学
東 京 工 業 大 学
東 京 海 洋 大 学
お 茶 の 水 女 子 大 学
一 橋 大 学
横 浜 国 立 大 学
名 古 屋 大 学
名 古 屋 工 業 大 学
三 重 大 学
京 都 大 学
京 都 教 育 大 学
大 阪 大 学
神 戸 大 学
広 島 大 学
山 口 大 学
愛 媛 大 学
福 岡 教 育 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
佐 賀 大 学
長 崎 大 学
熊 本 大 学
大 分 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
鹿 屋 体 育 大 学
琉 球 大 学
そ の 他

計
1

1
3
2
2
3

2

1
1
3
2

11
1
11
3
10
4

13
113
14
8
13
23
1
3
8
1

4
262

3年
1

2
1
1

1

1

1

7
1
7
1
6
2

10
79
12
6
7
18

2
7
1

174

計
2
1
2
2

3
2
2
3
2

1
3
2
1
1
8

6

5
3

17
111
31
12
10
26
2

5
1
1

265合 計

No． 大学名
平成28年3月 27年

過年度

1
1
1
1
3

1

1
2
2

4

4
2
4
2

3
34
2
2
6
5
1
1
1

4
88

国立大学

　平成28年入試では、センター試験が昨年同様厳しい結果と
なった中、68回生は持ち前の2次力を発揮し難関大学や九州大
学など、昨年度を上回る結果を出してくれました。また本年度
を最後に閉校する研修学園も、有終の美を飾る素晴らしい結果
でした。研修学園の閉校で、現役、浪人ともにお互いライバル
関係を失うことになります。研修以外の予備校に行く浪人生の
大いなる健闘と69回生のますますの踏ん張りを期待します。

学年主任　　松枝雅子

第109号 平成28年5月15日（9） 福高通信 朝 ぼ ら け



　
平
成
二
十
七
年
十

一
月
一
日（
日
）、
ホ
テ

ル
日
航
福
岡
に
て
、
第

四
十
七
回
紅
梅
会
総

会
を
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。生
憎
一
週
間
前
か

ら
の
急
な
気
温
低
下

と
当
日
の
曇
天
で
し

た
が
、
多
く
の
同
窓

生
、
来
賓
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。約
二

百
八
十
名
の
大
盛
況

で
す
。改
め
て
、
当
番

幹
事
51
回
生
を
代
表

し
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度

の
紅
梅
会
総
会
の

テ
ー
マ
は
、「
凜
〜
り

ん
〜
」
で
し
た
。同
窓

会
活
動
を
通
じ
て
再

確
認
し
た
、
母
校
の
同

窓
生
に
流
れ
る
凛
と

し
た
空
気
に
な
ら
い

た
い
、
と
の
想
い
か
ら

で
す
。優
し
く
た
お
や

か
な
だ
け
で
は
物
足

り
な
い
、
知
恵
が
あ
り

キ
リ
リ
と
し
た
福
高

女
子
の
佇
ま
い
を
、
体

現
し
た
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
加
え
て
、「
同
窓
会
」

と
い
う
も
の
の
原
点

回
帰
を
意
識
し
ま
し

た
。当
番
幹
事
の
想
い

を
お
伝
え
し
た
い
こ

と
は
勿
論
で
す
が
、
し

か
し
で
き
る
だ
け
裏

方
に
徹
し
、
ご
来
場
の

皆
様
の
旧
交
を
温
め

る
場
と
し
た
い
と
い

う
発
想
で
、
企
画
を
練

り
ま
し
た
。

　
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
皆

さ
ま
の
感
想
に

お
任
せ
す
る
と

し
て
、
催
し
物

と
し
て
は
、
二

つ
を
執
り
行
い

ま
し
た
。一
つ

に
は
、
日
本
舞

踊
の
先
生
を
お

招
き
し
て
、「
梅

に
も
春
　
端

唄
」と「
正
調
博

多
節
　
民
謡
」
を
拝
見

し
ま
し
た
。山
村
流
愛

ふ
み
派
師
範
の
山
村

昇
香
先
生
で
す
。会
場

の
雰
囲
気
が
さ
っ
と

変
わ
る
、
見
応
え
の
舞

台
で
し
た
。も
う
一
つ

は
私
た
ち
51
回
生
に

よ
る
、「
T
h
e   

T
e
a   

P
a
r
t
y
」
で
す
。旧

友
と
の
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
を
引
き
立

て
た
い
、
と
い
う
こ
と

で
考
え
た
企
画
で
す
。

選
り
す
ぐ
り
の
紅
茶

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ツ
ホ
ー

プ
茶
園
の
ダ
ー
ジ
リ

ン
セ
カ
ン
ド
フ
ラ
ッ

シ
ュ
」
を
、
紅
茶
専
門

店
監
修
の
手
順
で
、
51

回
生
の
手
に
よ
り
淹

れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
還
暦
・
喜

寿
・
傘
寿
学
年
の

ご
紹
介
、
そ
れ
か

ら
多
数
ご
来
場
頂

き
ま
し
た
喜
寿
学

年（
高
9
回
）、
傘

寿
学
年（
高
6
回
）

の
皆
様
の
お
祝
い

を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
母
校

の
百
周
年
が
近
付

い
て
い
ま
す
。52

回
生
53
回
生
は
、
幸
運

で
あ
り
、
一
方
で
緊
張

の
年
月
を
過
ご
す
こ

と
と
思
い
ま
す
。紅
梅

会
総
会
の
実
行
委
員

は
大
役
で
す
が
、
得
ら

れ
る
も
の
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。「
女
性

が
輝
く
社
会
」
と
は
言

い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
難
し
い

場
面
も
あ
る
世

の
中
。紅
梅
会

ほ
ど
、
理
想
的

な
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
・
専
門
家

の
モ
デ
ル
に
多

く
触
れ
ら
れ
る

場
面
は
そ
う
な

い
か
ら
で
す
。

会
が
半
世
紀
近

く
続
い
て
い
る

の
は
、
先
輩
方

の
お
人
柄
・
ご

手
腕
の
賜
物
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。改
め
て

先
輩
方
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は

積
極
的
な
参
加
を
お

薦
め
し
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
新
宮

松
比
古
会
長
の
ご
逝

去
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。こ
の

紅
梅
会
総
会
で
の
ご

登
壇
が
記
憶
に
新
し

く
、
ご
訃
報
に
接
し
た

と
き
に
は
驚
愕
い
た

し
ま
し
た
。心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
平

成
二
十
七
年
七
月
二
十

七
日
（
月
）
十
九
時
よ
り

第
二
回
至
誠
福
医
会

（
福
岡
市
医
師
会
福
岡

高
校
出
身
医
師
の
会
）

を
中
華
菜
館
福
新
楼
に

て
開
催
を
し
ま
し
た
。 

二
回
目
の
会
場
は
国
体

道
路
か
ら
少
し
今
泉
方

向
に
新
築
移
転
し
た
福

岡
市
中
央
区
今
泉
一
丁

目
の
福
新
楼
で
少
し
判

り
に
く
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

平
成
二
十

六
年
七
月
三
十
日
の
第

一
回
の
結
成
会
か
ら
約

一
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
が
、
忙
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
を

縫
っ
て
開
業
医
、
勤
務

医
の
先
生
方
二
十
九
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
講
演
会
な
ど

は
行
わ
ず
、
懇
談
主
体

の
会
と
し
ま
し
た
。参

加
者
の
最
年
長
は
福
岡

高
校
4
回
生
の
山
本
一

清
先
生
で
乾
杯
の
音
頭

を
取
っ
て
頂
き
ま
し

た
。 

司
会
は
世
話
人
で

も
あ
る
福
岡
高
校
22
回

生
の
松
岡
正
樹
先
生
で

こ
の
会
の
趣
旨
説
明
や

進
行
を
さ
れ
ま
し 

た
。 

参
加
者
の
自
己
紹
介
や

現
在
の
状
況
・
抱
負
な

ど
が
語
ら
れ
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
女
性
医
師
も
澤
崎
陽

子
先
生
（
高
40
回
生
）、

安
川
史
子
先
生
（
高
42

回
生
）
の
二
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県

医
師
会
の
公
用
で
遅
れ

て
参
加
さ
れ
た
至
誠
福

医
会
会
長
の
大
木
實
先

生
（
高
18
回
生
）
に
も
ご

挨
拶
を
頂
き
、
最
後
に

応
援
歌
や
校
歌
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

今
後
、

福
岡
高
校
と
い
う
絆
で

結
ば
れ
た
医
師
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ま
す
ま
す
広

げ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

福
岡
市
内
の
福

岡
高
校
卒
業
医
師
の

方
々
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

南
区 

徳
永
内
科
医
院

徳
永
尚
登（
高
25
回
）

福
岡
市
医
師
会
福
岡
高
校
卒
医
師
の
会

第
二
回
至
誠
福
医
会

第2回至誠福医会

第
47
回
紅
梅
会
総
会（
福
中
・
福
高
同
窓
会
女
子
部
会
）実
行
委
員
長

井
川
幸
子（
高
51
回
）

紅
梅
会
総
会
を
終
え
て

日舞　山村昇香先生

紅茶隊

51
回
生
集
合
写
真

　学
校
法
人
「
福
高
研
修

学
園
」
は
、
少
子
化
や
浪

人
す
る
生
徒
数
の
減
少
で

経
営
が
困
難
と
な
り
、
平

成
二
十
七
年
度
末
を
も
っ

て
閉
校
の
や
む
な
き
に
至

り
ま
し
た
。
補
習
科
、
研

修
科
を
経
て
昭
和
四
十
一

年
に
学
校
法
人
と
な
り
、

五
十
年
も
存
続
し
そ
れ
な

り
の
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え

に
福
高
の
歴
代
の
校
長
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

生
方
や
父
母
教
師
会
や
同

窓
会
の
方
々
の
絶
大
な
る

ご
協
力
や
ご
支
援
の
賜
物

と
熱
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　学
園
閉
鎖
の
噂
を
聞
き

つ
け
心
配
し
て
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
福
高
研
修
学
園

の
卒
業
生
に
も
感
謝
い
た

し
ま
す
。
毎
年
わ
ず
か
一

年
間
の
付
き
合
い
で
は
あ

り
ま
す
が
、
訪
れ
て
く
る

彼
ら
の
語
る
思
い
出
話
や

学
園
へ
の
感
謝
の
言
葉
の

中
に
、
彼
ら
の
確
か
な
成

長
や
学
園
と
の
強
い
絆
が

感
じ
ら
れ
る
の
は
教
師
冥

利
に
尽
き
る
瞬
間
で
す
。

　時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、

彼
ら
の
ひ
と
つ
の
心
の
拠

り
所
を
な
く
す
の
は
申
し

訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　二
十
七
年
度
は
生
徒
数

が
七
十
六
人
で
、
年
度
当

初
か
ら
担
当
団
を
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
有
終
の

美
を
飾
る
べ
く
全
力
を
挙

げ
て
き
ま
し
た
。
国
公
立

大
学
合
格
者
は
四
十
九
人

で
昨
年
度
よ
り
幾
分
良
い

結
果
が
出
ま
し
た
。
主

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
報
告
し

ま
す
と
、
九
州
大
学
は
昨

年
十
六
人
合
格
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
二
十
五
人
中

十
七
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

京
都
大
学
農
学
部
と
、
名

古
屋
大
学
と
熊
本
大
学
の

医
学
部
医
学
科
と
い
っ
た

難
関
大
学
に
各
一
人
ず
つ

合
格
し
ま
し
た
。
熊
本
大

五
人
、
長
崎
大
二
人
、
鹿

児
島
大
一
人
、
広
島
大
二

人
、
大
阪
大
二
人
、
神
戸

大
一
人
、
福
岡
教
育
大
二

人
、
福
岡
女
子
大
三
人
、

九
州
工
業
大
一
人
、
筑
波

大
一
人
、
横
浜
国
立
大
二

人
で
し
た
。
な
お
私
立
大

合
格
者
の
延
べ
人
数
は
八

十
六
人
で
、
福
岡
大
十
四

人
、
西
南
学
院
大
十
二
人
、

立
命
館
大
十
三
人
、
同
志

社
大
十
一
人
、
関
西
学
院

大
三
人
、
早
稲
田
大
二
人
、

中
央
大
二
人
な
ど
、
総
じ

て
昨
年
並
み
の
結
果
で
し

た
。
福
高
研
修
学
園
生
の

大
学
や
社
会
で
の
更
な
る

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
今
後
の
福
高

研
修
学
園
の
運
営
で
す
が
、

本
年
の
九
月
ま
で
は
事
務

長
（
坂
口
千
代
子
）
が
常

勤
で
、
園
長
（
戸
川
敏

朗
）
は
火
曜
日
と
木
曜
日

の
非
常
勤
で
対
処
い
た
し

ま
す
。
な
お
学
園
の
建
物

の
解
体
作
業
開
始
は
二
十

九
年
七
月
の
予
定
で
す
が
、

跡
地
は
福
高
百
周
年
記
念

講
堂
の
用
地
の
一
部
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。
学
園

の
閉
鎖
に
向
け
て
残
さ
れ

た
期
間
最
善
を
尽
く
し
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

福
高
研
修
学
園
園
長

　

戸
川

　敏
朗

　福
高
考
古
学
部
は
戦
後

新
制
高
校
発
足
時
に
、
森

貞
次
郎
先
生
を
主
宰
と
し

て
発
足
。
高
1
回
の
土
器

一
三
（
西
日
本
新
聞
）
・

高
2
回
の
山
本
郁
夫
（
弁

護
士
）
・
児
島
純
一
郎
・

高
3
回
の
中
島
政
憲
（
福

岡
市
役
所
）
等
々
の
諸
兄

二
十
人
く
ら
い
で
発
足
。

部
室
は
二
階
の
地
歴
準
備

室
の
右
半
分
を
使
っ
て
い

た
。
現
在
考
古
学
部
は
休

部
中
？
ら
し
い
。
森
先
生

が
福
高
に
在
職
さ
れ
て
い

る
間
、
即
ち
一
回
生
か
ら

二
十
三
回
生
ま
で
の
考
古

学
部
在
籍
者
で
、
現
在
消

息
が
分
か
っ
て
い
る
も
の

約
四
十
人
を
中
心
と
し
て
、

O
B
会
を
運
営
し
て
い
ま

す
。　も

と
も
と
、
三
・
四
回

生
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
、
十
三
・
四
回
生
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
等
々

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
O
B
会

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

森
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
た

際
に
「
森
先
生
を
偲
ぶ

会
」
開
催
を
機
に
、
十
六

回
の
鶴
田
光
治
・
十
四
回

の
松
本
肇
両
君
が
汗
を
流

し
て
く
れ
て
、
茲
に
「
福

高
考
古
学
部
O
B
会
」
と

し
て
発
足
。
爾
来
、
常
任

幹
事
松
本
肇
君
の
お
世
話

で
、
毎
年
秋
に
福
高

の
隣
の
「
石
蔵
酒

造
・
百
年
蔵
（
石
蔵

利
八
郎
・
十
三
回
）

で
忘
年
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
た

ま
に
は
温
泉
で
開
催

し
て
は
？
と
い
う
事

で
、
本
年
は
山
口
市

の
湯
田
温
泉
「
ホ
テ

ル
か
め
福
」
・
幹
事

は
永
野
嘉
久
（
三

回
・
防
府
市
在
住
）

が
担
当
。

　十
月
二
十
九
日
（
木
）

湯
田
温
泉
「
ホ
テ
ル
か
め

福
」
に
三
回
生
か
ら
二
十

回
生
ま
で
の
十
四
人
が
集

合
、
三
時
半
よ
り
歴
史
後

援
会
「
記
紀
の
山
口
」
と

題
し
て
、
榊
原
英
夫
君

（
十
三
回
・
伊
都
歴
史
博

物
館
館
長
）
が
講
演
。
幹

事
報
告
や
自
己
紹
介
を
兼

ね
た
近
況
報
告
な
ど
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
各

自
が
披
露
、
爆
笑
の
う
ず

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

温
泉
で
一
汗
流
し
て
、
大

宴
会
が
は
じ
ま
る
。
同
窓

会
と
違
っ
て
学
年
が
異
な

る
の
で
、
垣
根
が
出
来
な

い
よ
う
に
、
テ
ー
ブ
ル
の

大
き
さ
や
・
並
べ
方
・
席

順
を
一
工
夫
。
こ
れ
が
大

成
功
で
、
フ
グ
刺
し
・
ふ

ぐ
ち
り
を
つ
つ
い
て
、
酒

や
焼
酎
は
ビ
ン
を
据
え
て

飲
む
。
話
題
百
出
で
大
変

な
盛
り
上
が
り
様
で
し
た
。

勢
い
は
収
ま
ら
ず
宴
会
場

か
ら
寝
室
へ
移
動
、
引
き

続
き
わ
い
わ
い
が
や
が
や

と
十
二
時
過
ぎ
ま
で
、
に

ぎ
や
か
に
昔
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　翌
日
は
貸
切
バ
ス
で
市

内
の
史
跡
め
ぐ
り
。
大
内

時
代
の
御
殿
跡
・
日
本
三

大
名
塔
の
国
宝
五
重
塔
・

毛
利
氏
遺
跡
・
明
治
維
新

の
菜
香
亭
。
昼
食
は
長
州

亭
で
名
物
「
ふ
ぐ
の
た
た

き
」
で
、
ま
た
も
大
宴
会

と
な
る
。
バ
ス
の
な
か
で

も
面
白
い
話
題
や
ク
イ
ズ

で
に
ぎ
や
か
に
進
行
。
途

中
、
福
高
百
周
年
記
念
募

金
の
帽
子
を
回
す
。
午
後

は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
朝
田
古
墳

群
を
見
学
し
て
、
新
山
口

駅
へ
。
午
後
四
時
、
再
会

を
約
し
て
散
会
！

＊
常
任
幹
事

　松
本

　肇

〒
八
一
一
ー
三
四
〇
六

宗
像
市
稲
元
二
ー
二
二
ー
一

☎
〇
九
四
〇
ー
三
二
ー
五
八
四
〇

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

現
在
考
古
学
部
は
休
部
中

な
の
で
、
新
入
会
員
が
な

く
、
先
細
り
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
福
高
卒
業
生

で
歴
史
や
民
俗
学
・
郷
土

史
や
考
古
学
に
興
味
や
関

心
を
持
っ
て
い
る
人
も
会

員
に
し
よ
う
。
ま
た
同
伴

出
席
歓
迎
と
い
う
こ
と
で

新
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
ご
入

会
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。 新

入
会
員
募
集

福
高
考
古
学
部
O
B
会

　山
口
大
会

長
野

　嘉
久（
高
三
回
）
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平
成
二
十
七
年
十

一
月
一
日（
日
）、
ホ
テ

ル
日
航
福
岡
に
て
、
第

四
十
七
回
紅
梅
会
総

会
を
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。生
憎
一
週
間
前
か

ら
の
急
な
気
温
低
下

と
当
日
の
曇
天
で
し

た
が
、
多
く
の
同
窓

生
、
来
賓
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。約
二

百
八
十
名
の
大
盛
況

で
す
。改
め
て
、
当
番

幹
事
51
回
生
を
代
表

し
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度

の
紅
梅
会
総
会
の

テ
ー
マ
は
、「
凜
〜
り

ん
〜
」
で
し
た
。同
窓

会
活
動
を
通
じ
て
再

確
認
し
た
、
母
校
の
同

窓
生
に
流
れ
る
凛
と

し
た
空
気
に
な
ら
い

た
い
、
と
の
想
い
か
ら

で
す
。優
し
く
た
お
や

か
な
だ
け
で
は
物
足

り
な
い
、
知
恵
が
あ
り

キ
リ
リ
と
し
た
福
高

女
子
の
佇
ま
い
を
、
体

現
し
た
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
加
え
て
、「
同
窓
会
」

と
い
う
も
の
の
原
点

回
帰
を
意
識
し
ま
し

た
。当
番
幹
事
の
想
い

を
お
伝
え
し
た
い
こ

と
は
勿
論
で
す
が
、
し

か
し
で
き
る
だ
け
裏

方
に
徹
し
、
ご
来
場
の

皆
様
の
旧
交
を
温
め

る
場
と
し
た
い
と
い

う
発
想
で
、
企
画
を
練

り
ま
し
た
。

　
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
皆

さ
ま
の
感
想
に

お
任
せ
す
る
と

し
て
、
催
し
物

と
し
て
は
、
二

つ
を
執
り
行
い

ま
し
た
。一
つ

に
は
、
日
本
舞

踊
の
先
生
を
お

招
き
し
て
、「
梅

に
も
春
　
端

唄
」と「
正
調
博

多
節
　
民
謡
」
を
拝
見

し
ま
し
た
。山
村
流
愛

ふ
み
派
師
範
の
山
村

昇
香
先
生
で
す
。会
場

の
雰
囲
気
が
さ
っ
と

変
わ
る
、
見
応
え
の
舞

台
で
し
た
。も
う
一
つ

は
私
た
ち
51
回
生
に

よ
る
、「
T
h
e   

T
e
a   

P
a
r
t
y
」
で
す
。旧

友
と
の
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
を
引
き
立

て
た
い
、
と
い
う
こ
と

で
考
え
た
企
画
で
す
。

選
り
す
ぐ
り
の
紅
茶

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ツ
ホ
ー

プ
茶
園
の
ダ
ー
ジ
リ

ン
セ
カ
ン
ド
フ
ラ
ッ

シ
ュ
」
を
、
紅
茶
専
門

店
監
修
の
手
順
で
、
51

回
生
の
手
に
よ
り
淹

れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
還
暦
・
喜

寿
・
傘
寿
学
年
の

ご
紹
介
、
そ
れ
か

ら
多
数
ご
来
場
頂

き
ま
し
た
喜
寿
学

年（
高
9
回
）、
傘

寿
学
年（
高
6
回
）

の
皆
様
の
お
祝
い

を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
母
校

の
百
周
年
が
近
付

い
て
い
ま
す
。52

回
生
53
回
生
は
、
幸
運

で
あ
り
、
一
方
で
緊
張

の
年
月
を
過
ご
す
こ

と
と
思
い
ま
す
。紅
梅

会
総
会
の
実
行
委
員

は
大
役
で
す
が
、
得
ら

れ
る
も
の
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。「
女
性

が
輝
く
社
会
」
と
は
言

い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
難
し
い

場
面
も
あ
る
世

の
中
。紅
梅
会

ほ
ど
、
理
想
的

な
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
・
専
門
家

の
モ
デ
ル
に
多

く
触
れ
ら
れ
る

場
面
は
そ
う
な

い
か
ら
で
す
。

会
が
半
世
紀
近

く
続
い
て
い
る

の
は
、
先
輩
方

の
お
人
柄
・
ご

手
腕
の
賜
物
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。改
め
て

先
輩
方
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、

後
輩
の
皆
さ
ん
に
は

積
極
的
な
参
加
を
お

薦
め
し
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
新
宮

松
比
古
会
長
の
ご
逝

去
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。こ
の

紅
梅
会
総
会
で
の
ご

登
壇
が
記
憶
に
新
し

く
、
ご
訃
報
に
接
し
た

と
き
に
は
驚
愕
い
た

し
ま
し
た
。心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
平

成
二
十
七
年
七
月
二
十

七
日
（
月
）
十
九
時
よ
り

第
二
回
至
誠
福
医
会

（
福
岡
市
医
師
会
福
岡

高
校
出
身
医
師
の
会
）

を
中
華
菜
館
福
新
楼
に

て
開
催
を
し
ま
し
た
。 

二
回
目
の
会
場
は
国
体

道
路
か
ら
少
し
今
泉
方

向
に
新
築
移
転
し
た
福

岡
市
中
央
区
今
泉
一
丁

目
の
福
新
楼
で
少
し
判

り
に
く
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

平
成
二
十

六
年
七
月
三
十
日
の
第

一
回
の
結
成
会
か
ら
約

一
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
が
、
忙
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
を

縫
っ
て
開
業
医
、
勤
務

医
の
先
生
方
二
十
九
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
講
演
会
な
ど

は
行
わ
ず
、
懇
談
主
体

の
会
と
し
ま
し
た
。参

加
者
の
最
年
長
は
福
岡

高
校
4
回
生
の
山
本
一

清
先
生
で
乾
杯
の
音
頭

を
取
っ
て
頂
き
ま
し

た
。 

司
会
は
世
話
人
で

も
あ
る
福
岡
高
校
22
回

生
の
松
岡
正
樹
先
生
で

こ
の
会
の
趣
旨
説
明
や

進
行
を
さ
れ
ま
し 

た
。 

参
加
者
の
自
己
紹
介
や

現
在
の
状
況
・
抱
負
な

ど
が
語
ら
れ
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
女
性
医
師
も
澤
崎
陽

子
先
生
（
高
40
回
生
）、

安
川
史
子
先
生
（
高
42

回
生
）
の
二
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県

医
師
会
の
公
用
で
遅
れ

て
参
加
さ
れ
た
至
誠
福

医
会
会
長
の
大
木
實
先

生
（
高
18
回
生
）
に
も
ご

挨
拶
を
頂
き
、
最
後
に

応
援
歌
や
校
歌
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

今
後
、

福
岡
高
校
と
い
う
絆
で

結
ば
れ
た
医
師
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ま
す
ま
す
広

げ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

福
岡
市
内
の
福

岡
高
校
卒
業
医
師
の

方
々
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

南
区 

徳
永
内
科
医
院

徳
永
尚
登（
高
25
回
）

福
岡
市
医
師
会
福
岡
高
校
卒
医
師
の
会

第
二
回
至
誠
福
医
会

第2回至誠福医会

第
47
回
紅
梅
会
総
会（
福
中
・
福
高
同
窓
会
女
子
部
会
）実
行
委
員
長

井
川
幸
子（
高
51
回
）

紅
梅
会
総
会
を
終
え
て

日舞　山村昇香先生

紅茶隊

51
回
生
集
合
写
真

　学
校
法
人
「
福
高
研
修

学
園
」
は
、
少
子
化
や
浪

人
す
る
生
徒
数
の
減
少
で

経
営
が
困
難
と
な
り
、
平

成
二
十
七
年
度
末
を
も
っ

て
閉
校
の
や
む
な
き
に
至

り
ま
し
た
。
補
習
科
、
研

修
科
を
経
て
昭
和
四
十
一

年
に
学
校
法
人
と
な
り
、

五
十
年
も
存
続
し
そ
れ
な

り
の
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え

に
福
高
の
歴
代
の
校
長
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

生
方
や
父
母
教
師
会
や
同

窓
会
の
方
々
の
絶
大
な
る

ご
協
力
や
ご
支
援
の
賜
物

と
熱
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　学
園
閉
鎖
の
噂
を
聞
き

つ
け
心
配
し
て
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
福
高
研
修
学
園

の
卒
業
生
に
も
感
謝
い
た

し
ま
す
。
毎
年
わ
ず
か
一

年
間
の
付
き
合
い
で
は
あ

り
ま
す
が
、
訪
れ
て
く
る

彼
ら
の
語
る
思
い
出
話
や

学
園
へ
の
感
謝
の
言
葉
の

中
に
、
彼
ら
の
確
か
な
成

長
や
学
園
と
の
強
い
絆
が

感
じ
ら
れ
る
の
は
教
師
冥

利
に
尽
き
る
瞬
間
で
す
。

　時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、

彼
ら
の
ひ
と
つ
の
心
の
拠

り
所
を
な
く
す
の
は
申
し

訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　二
十
七
年
度
は
生
徒
数

が
七
十
六
人
で
、
年
度
当

初
か
ら
担
当
団
を
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
有
終
の

美
を
飾
る
べ
く
全
力
を
挙

げ
て
き
ま
し
た
。
国
公
立

大
学
合
格
者
は
四
十
九
人

で
昨
年
度
よ
り
幾
分
良
い

結
果
が
出
ま
し
た
。
主

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
報
告
し

ま
す
と
、
九
州
大
学
は
昨

年
十
六
人
合
格
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
二
十
五
人
中

十
七
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

京
都
大
学
農
学
部
と
、
名

古
屋
大
学
と
熊
本
大
学
の

医
学
部
医
学
科
と
い
っ
た

難
関
大
学
に
各
一
人
ず
つ

合
格
し
ま
し
た
。
熊
本
大

五
人
、
長
崎
大
二
人
、
鹿

児
島
大
一
人
、
広
島
大
二

人
、
大
阪
大
二
人
、
神
戸

大
一
人
、
福
岡
教
育
大
二

人
、
福
岡
女
子
大
三
人
、

九
州
工
業
大
一
人
、
筑
波

大
一
人
、
横
浜
国
立
大
二

人
で
し
た
。
な
お
私
立
大

合
格
者
の
延
べ
人
数
は
八

十
六
人
で
、
福
岡
大
十
四

人
、
西
南
学
院
大
十
二
人
、

立
命
館
大
十
三
人
、
同
志

社
大
十
一
人
、
関
西
学
院

大
三
人
、
早
稲
田
大
二
人
、

中
央
大
二
人
な
ど
、
総
じ

て
昨
年
並
み
の
結
果
で
し

た
。
福
高
研
修
学
園
生
の

大
学
や
社
会
で
の
更
な
る

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
今
後
の
福
高

研
修
学
園
の
運
営
で
す
が
、

本
年
の
九
月
ま
で
は
事
務

長
（
坂
口
千
代
子
）
が
常

勤
で
、
園
長
（
戸
川
敏

朗
）
は
火
曜
日
と
木
曜
日

の
非
常
勤
で
対
処
い
た
し

ま
す
。
な
お
学
園
の
建
物

の
解
体
作
業
開
始
は
二
十

九
年
七
月
の
予
定
で
す
が
、

跡
地
は
福
高
百
周
年
記
念

講
堂
の
用
地
の
一
部
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。
学
園

の
閉
鎖
に
向
け
て
残
さ
れ

た
期
間
最
善
を
尽
く
し
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

福
高
研
修
学
園
園
長

　

戸
川

　敏
朗

　福
高
考
古
学
部
は
戦
後

新
制
高
校
発
足
時
に
、
森

貞
次
郎
先
生
を
主
宰
と
し

て
発
足
。
高
1
回
の
土
器

一
三
（
西
日
本
新
聞
）
・

高
2
回
の
山
本
郁
夫
（
弁

護
士
）
・
児
島
純
一
郎
・

高
3
回
の
中
島
政
憲
（
福

岡
市
役
所
）
等
々
の
諸
兄

二
十
人
く
ら
い
で
発
足
。

部
室
は
二
階
の
地
歴
準
備

室
の
右
半
分
を
使
っ
て
い

た
。
現
在
考
古
学
部
は
休

部
中
？
ら
し
い
。
森
先
生

が
福
高
に
在
職
さ
れ
て
い

る
間
、
即
ち
一
回
生
か
ら

二
十
三
回
生
ま
で
の
考
古

学
部
在
籍
者
で
、
現
在
消

息
が
分
か
っ
て
い
る
も
の

約
四
十
人
を
中
心
と
し
て
、

O
B
会
を
運
営
し
て
い
ま

す
。　も

と
も
と
、
三
・
四
回

生
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
、
十
三
・
四
回
生
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
等
々

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
O
B
会

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

森
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
た

際
に
「
森
先
生
を
偲
ぶ

会
」
開
催
を
機
に
、
十
六

回
の
鶴
田
光
治
・
十
四
回

の
松
本
肇
両
君
が
汗
を
流

し
て
く
れ
て
、
茲
に
「
福

高
考
古
学
部
O
B
会
」
と

し
て
発
足
。
爾
来
、
常
任

幹
事
松
本
肇
君
の
お
世
話

で
、
毎
年
秋
に
福
高

の
隣
の
「
石
蔵
酒

造
・
百
年
蔵
（
石
蔵

利
八
郎
・
十
三
回
）

で
忘
年
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
た

ま
に
は
温
泉
で
開
催

し
て
は
？
と
い
う
事

で
、
本
年
は
山
口
市

の
湯
田
温
泉
「
ホ
テ

ル
か
め
福
」
・
幹
事

は
永
野
嘉
久
（
三

回
・
防
府
市
在
住
）

が
担
当
。

　十
月
二
十
九
日
（
木
）

湯
田
温
泉
「
ホ
テ
ル
か
め

福
」
に
三
回
生
か
ら
二
十

回
生
ま
で
の
十
四
人
が
集

合
、
三
時
半
よ
り
歴
史
後

援
会
「
記
紀
の
山
口
」
と

題
し
て
、
榊
原
英
夫
君

（
十
三
回
・
伊
都
歴
史
博

物
館
館
長
）
が
講
演
。
幹

事
報
告
や
自
己
紹
介
を
兼

ね
た
近
況
報
告
な
ど
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
各

自
が
披
露
、
爆
笑
の
う
ず

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

温
泉
で
一
汗
流
し
て
、
大

宴
会
が
は
じ
ま
る
。
同
窓

会
と
違
っ
て
学
年
が
異
な

る
の
で
、
垣
根
が
出
来
な

い
よ
う
に
、
テ
ー
ブ
ル
の

大
き
さ
や
・
並
べ
方
・
席

順
を
一
工
夫
。
こ
れ
が
大

成
功
で
、
フ
グ
刺
し
・
ふ

ぐ
ち
り
を
つ
つ
い
て
、
酒

や
焼
酎
は
ビ
ン
を
据
え
て

飲
む
。
話
題
百
出
で
大
変

な
盛
り
上
が
り
様
で
し
た
。

勢
い
は
収
ま
ら
ず
宴
会
場

か
ら
寝
室
へ
移
動
、
引
き

続
き
わ
い
わ
い
が
や
が
や

と
十
二
時
過
ぎ
ま
で
、
に

ぎ
や
か
に
昔
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　翌
日
は
貸
切
バ
ス
で
市

内
の
史
跡
め
ぐ
り
。
大
内

時
代
の
御
殿
跡
・
日
本
三

大
名
塔
の
国
宝
五
重
塔
・

毛
利
氏
遺
跡
・
明
治
維
新

の
菜
香
亭
。
昼
食
は
長
州

亭
で
名
物
「
ふ
ぐ
の
た
た

き
」
で
、
ま
た
も
大
宴
会

と
な
る
。
バ
ス
の
な
か
で

も
面
白
い
話
題
や
ク
イ
ズ

で
に
ぎ
や
か
に
進
行
。
途

中
、
福
高
百
周
年
記
念
募

金
の
帽
子
を
回
す
。
午
後

は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
朝
田
古
墳

群
を
見
学
し
て
、
新
山
口

駅
へ
。
午
後
四
時
、
再
会

を
約
し
て
散
会
！

＊
常
任
幹
事

　松
本

　肇

〒
八
一
一
ー
三
四
〇
六

宗
像
市
稲
元
二
ー
二
二
ー
一

☎
〇
九
四
〇
ー
三
二
ー
五
八
四
〇

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

現
在
考
古
学
部
は
休
部
中

な
の
で
、
新
入
会
員
が
な

く
、
先
細
り
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
福
高
卒
業
生

で
歴
史
や
民
俗
学
・
郷
土

史
や
考
古
学
に
興
味
や
関

心
を
持
っ
て
い
る
人
も
会

員
に
し
よ
う
。
ま
た
同
伴

出
席
歓
迎
と
い
う
こ
と
で

新
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
ご
入

会
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。 新

入
会
員
募
集

福
高
考
古
学
部
O
B
会

　山
口
大
会

長
野

　嘉
久（
高
三
回
）
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